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南あわじ市の定住促進制度南あわじ市の定住促進制度

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

　
　
　
　
　　

南
あ
わ
じ
で

南
あ
わ
じ
で



2024.5.1発行

南あわじ市移住支援南あわじ市移住支援
サイト「住みニコ」内サイト「住みニコ」内
各メニュー各メニュー
紹介ページ紹介ページ

　

南
あ
わ
じ
市
の
定
住
促
進
制

度
の
う
ち
「
新
婚
世
帯
家
賃
補

助
」
を
活
用
い
た
だ
い
た
、
山

口
勇
磨
さ
ん
・
美
穂
さ
ん
ご
夫

妻
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

︱
制
度
を
活
用
さ
れ
て
の
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
妻
は
、
結
婚
を
機
に
島
外
か
ら

移
住
し
て
き
た
の
で
す
が
、
ま
ず

移
住
者
向
け
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
引
越
し
費
用
や
仲
介
手

数
料
、
礼
金
と
い
っ
た
費
用
を
補

助
し
て
も
ら
え
た
の
が
大
変
助

か
り
ま
し
た
。
今
は
、「
新
婚
世

帯
家
賃
補
助
」
を
活
用
し
、
家

賃
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
補
助
の
お
か
げ
で
、

結
婚
や
引
越
し
の
準
備
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
し
、
移
住
し
て
き
た
妻
の
不
安

を
和
ら
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
で
は
、

次
ペ
ー
ジ
で
は
、

「
男
女
共
同
参
画
」

「
男
女
共
同
参
画
」を
ご
紹
介

を
ご
紹
介

　
　
　

　
　
　
◀◀
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問ふるさと創生課☎43-5205問ふるさと創生課☎43-5205

南あわじで「暮らし続ける」を
全力でサポートします
～南あわじ市の定住促進制度～

空き家を活用したい！
そんなときは・・・そんなときは・・・
● 南あわじ市空き家バンク制度● 南あわじ市空き家バンク制度
● 空き家確保支援事業● 空き家確保支援事業
● 定住促進空き家活用支援事業● 定住促進空き家活用支援事業
をご検討ください。をご検討ください。
※令和６年度から、上記事業の担当部署がふるさ※令和６年度から、上記事業の担当部署がふるさ

と創生課から都市政策課に変更になりましたと創生課から都市政策課に変更になりました
問都市政策課☎ 43-5227問都市政策課☎ 43-5227

　南あわじ市では、死亡数が出生数を上回ることによる「自然減」や、進学　南あわじ市では、死亡数が出生数を上回ることによる「自然減」や、進学
や就職などで転出する人のＵターン率の低下などによる「社会減」が原因とや就職などで転出する人のＵターン率の低下などによる「社会減」が原因と
なって、人口が減少し続けています。なって、人口が減少し続けています。
　人口減少は、経済規模の縮小や地域や産業分野における労働力不足など、　人口減少は、経済規模の縮小や地域や産業分野における労働力不足など、
さまざまな課題の深刻化を引き起こします。このため、転出の抑制や、市民さまざまな課題の深刻化を引き起こします。このため、転出の抑制や、市民
が定住し続けられる環境の整備はとても重要であると考えています。が定住し続けられる環境の整備はとても重要であると考えています。

市民の皆さまが、ふるさと「南あわじ」に住み続けられるよう、市民の皆さまが、ふるさと「南あわじ」に住み続けられるよう、
市が実施しているさまざまな支援制度の総称です。市が実施しているさまざまな支援制度の総称です。▶定住促進制度・・・

在学・卒業

山口勇磨さん・美穂さんご夫妻

就職 結婚 家族で暮らす・U ターン移住（注２）など

▶ライフイベントごとの支援メニュー
対象者や補助額など、詳しくは右の各二次元コードからご覧ください。対象者や補助額など、詳しくは右の各二次元コードからご覧ください。

定住促進制度が
今、必要な理由

南あわじ市の定住促進制度南あわじ市の定住促進制度

人がつながる笑顔あふれるふるさとづくり

―
制
度
の
こ
と
は
ど
こ
で
知
り

ま
し
た
か
？

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
大
変
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
市

の
担
当
窓
口
で
も
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
詳
し
く

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

―
制
度
利
用
の
手
続
き
は
ス
ム

ー
ズ
で
し
た
か
？

　

年
度
末
の
申
請
だ
っ
た
の
で

制
度
が
利
用
で
き
る
か
不
安
で

し
た
が
、
市
の
担
当
の
方
が
迅

速
か
つ
丁
寧
に
対
応
し
て
く
れ

た
お
か
げ
で
、
無
事
に
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
定
住
促
進
制
度
の
う
ち
、
ほ

か
に
も
活
用
し
た
い
メ
ニ
ュ

ー
は
あ
り
ま
す
か
？

　

い
ず
れ
は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
事
業
」
や
「
多
世
代
同
居
・

近
居
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
た
だ
、「
マ
イ
ホ

ー
ム
取
得
事
業
」
は
正
直
な
と

こ
ろ
申
請
期
限
に
間
に
合
わ
せ

る
の
が
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
「
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
事
業
」
の

申
請
期
限
は
、
利
用
者
の
ご

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和

６
年
度
か
ら
「
市
内
に
転
入

（
移
住
）
し
て
か
ら
５
年
以
内
」

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
な
ん
で
す
か
!?
延
長
前

の
「
転
入
後
２
年
以
内
」
と
い

う
申
請
期
限
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
の
準
備
を
す
る
に
は
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
な
と
思

っ
て
い
た
の
で
「
５
年
以
内
」

に
延
長
さ
れ
た
の
は
安
心
で
す
。

―
定
住
促
進
制
度
に
つ
い
て
、

他
に
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
多
世
代
同
居
・
近
居
支
援
事

業
」
の
よ
う
に
、お
じ
い
ち
ゃ
ん・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
孫
が
触
れ
合

い
、
世
代
間
で
の
助
け
合
い
を

応
援
し
て
く
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
幸
せ
に
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
」
に
つ
な
が

る
い
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
気

に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
ね
。

―
と
こ
ろ
で
、
山
口
さ
ん
は
新

婚
生
活
で
家
事
を
分
担
し
て

い
ま
す
か
？

美 穂さんが 炊美 穂さんが 炊
事・洗濯、僕が事・洗濯、僕が
掃除や洗い物を掃除や洗い物を
しているね！しているね！

ふるさとにふるさとに
帰ってきた！帰ってきた！

【補足】【補足】  ・「拡充」表記のあるメニューは令和６年度から要件が拡充されています  ・「拡充」表記のあるメニューは令和６年度から要件が拡充されています
　　　  ・  注 1 … 問合せ先は、各担当課になります　　　  ・  注 1 … 問合せ先は、各担当課になります
　　　  ・  注 2 … Ｕターン移住とは、ふるさとから都会に移り住んだ人が地元に帰ることをいいます　　　  ・  注 2 … Ｕターン移住とは、ふるさとから都会に移り住んだ人が地元に帰ることをいいます
　　　  ・  注 3 … 移住者とは、南あわじ市に転入する直前３年間、継続して淡路島外に住んでいた人をいいます　　　  ・  注 3 … 移住者とは、南あわじ市に転入する直前３年間、継続して淡路島外に住んでいた人をいいます

島外などへの
通勤・通学費を助成
通勤・通学者交通費助成事業

結婚新生活の
スタートを支援
結婚新生活支援事業

新婚世帯の
家賃を補助
新婚世帯家賃補助

「出会い」を
お手伝い
縁結び事業 公式 LINE

保育士・介護職・看護職
就職時に一時金支給（注1）

保育士確保対策事業
介護・看護人材確保対策事業

奨学金の返済を支援
奨学金等返済支援事業
中小企業奨学金返済支援事業▶

多世代同居等の
リフォーム費用
などを補助
多世代同居・
近居支援事業

住宅取得の
費用を補助
マイホーム
取得事業
※移住者（注3）のみ

拡充

拡充

拡充

市ホームページ

市ホームページ内
都市政策課ページ
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市
と
兵
庫
国
道
事
務
所
は
、

国
道
28
号
福
良
口
交
差
点
周
辺

に
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
整
備

し
、
３
月
22
日
か
ら
市
が
同
避

難
場
所
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
面
積
は
１
０
３
４
㎡
で
、
照

明
灯
３
基
と
誘
導
看
板
４
枚
を

設
置
。
津
波
の
際
な
ど
に
市
民

の
安
全
確
保
の
た
め
の
一
時
的

な
避
難
場
所
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

国
道
28
号
福
良
口
交
差
点
周
辺
に

指
定
緊
急
避
難
場
所
を
整
備

整
備
し
た
指
定
避
難
場
所

指定避難場所の位置図

東
畑
地
区
に
ま
た
が
る
用
水
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
化
を
行
い
、
作
業
性

の
良
い
２
反
区
画
の
ほ
場
へ
整
備

し
ま
し
た
。
神
田
委
員
長
代
行
は

「
高
品
質
で
お
い
し
い
淡
路
の
タ
マ

ネ
ギ
を
送
り
出
し
、
農
業
人
口
増

加
につ
な
げ
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ほ
場
が
完
成
し
た
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
ほ
場
管
理

の
省
力
化
・
作
業
効
率
の
向
上
・

生
産
量
の
増
加
等
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
19
日
、
新
田

地
区
ほ
場
整
備
委
員
会
は
、
ほ

場
整
備
事
業
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
記
念
碑
を
建
立
し
、
来
賓
・

県
市
の
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、

記
念
碑
の
除
幕
式
・
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
区
は
玉
葱
・レ
タ
ス
・
白

菜・キ
ャベツ・コメ
等
の
産
地
と
なっ

て
お
り
、
兵
庫
県
の
事
業
で
平
成

23
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
に
か
け

て
、
新
田
北
・
新
田
中
・
稲
田
南
・

新
田
地
区
で
ほ
場
整
備
が
完
成

記
念
碑
除
幕
式
・
竣
工
式
を
実
施

教
育
長

　
新し

ん
た
く宅

　
忠た

だ
と
し敏（

63
歳
・
潮
美
台
）

　
任
期　
令
和
６
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
令
和
９
年
３
月
31
日

教
育
長
の
紹
介

　
南
あ
わ
じ
市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
４
月
１
日
付
け
で
、
新

宅
忠
敏
氏
が
教
育
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

▼
新
宅
教
育
長
の
経
歴

　
昭
和
59
年
に
川
西
市
立
川
西

中
学
校
で
教
諭
と
し
て
採
用
さ

れ
、
市
で
は
広
田
小
学
校
、
阿

万
小
学
校
で
校
長
に
就
き
、
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
員

を
3
月
15
日
付
け
で
退
職
し
ま

し
た
。

記
念
碑
除
幕
式
の
様
子

問ふるさと創生課☎43-5205問ふるさと創生課☎43-5205

すべての人が、もっともっと活躍するまちへ

男女共同参画社会の実現を目指して

　市では、令和６年４月からパートナーシップ宣誓制度を開始しています。この制度は、一方または双方が性的　市では、令和６年４月からパートナーシップ宣誓制度を開始しています。この制度は、一方または双方が性的
マイノリティである二人が、互いを人生のパートナーとし、日常生活において、相互に協力し合い支え合うことをマイノリティである二人が、互いを人生のパートナーとし、日常生活において、相互に協力し合い支え合うことを
市長に対して宣誓し、市がこれを証明する宣誓書受領証の交付を行うものです。市長に対して宣誓し、市がこれを証明する宣誓書受領証の交付を行うものです。
　法的な効力を有するものではありませんが、市民一人ひとりの人権と個性を尊重し、性的マイノリティの方へ　法的な効力を有するものではありませんが、市民一人ひとりの人権と個性を尊重し、性的マイノリティの方へ
の社会的理解や性の多様性を尊重する取り組みを推進するものです。の社会的理解や性の多様性を尊重する取り組みを推進するものです。
　具体的には、配偶者を対象とした「市営住宅の入居申込」、「り災証明書の交付申請」をすることができます。　具体的には、配偶者を対象とした「市営住宅の入居申込」、「り災証明書の交付申請」をすることができます。

　日本国憲法には、個人の尊重や男女の平等が規定されています。しかし、実際にはま　日本国憲法には、個人の尊重や男女の平等が規定されています。しかし、実際にはま
だ職場や家庭などさまざまな場で男性が優遇されていると感じることが多いようです。だ職場や家庭などさまざまな場で男性が優遇されていると感じることが多いようです。

▶▶社会全体の男女の地位は男性の方が優遇されている　　社会全体の男女の地位は男性の方が優遇されている　　７３．２％７３．２％
▶▶受付、事務補助、保育士というと女性を思い浮かべる　受付、事務補助、保育士というと女性を思い浮かべる　７１．５％７１．５％
▶▶体力的にハードな仕事を女性に頼むのはかわいそうだ　体力的にハードな仕事を女性に頼むのはかわいそうだ　７５．０％７５．０％
▶▶男女共同参画推進のために必要なことは？男女共同参画推進のために必要なことは？
　　・女性が安心して妊娠や出産、子育てができる環境の整備・女性が安心して妊娠や出産、子育てができる環境の整備
　・保育や介護サービスの充実　・保育や介護サービスの充実
　・企業や事業所への育児、介護、看護のための休業制度等の普及　・企業や事業所への育児、介護、看護のための休業制度等の普及

▶市内の現状はどうなっている？

▶子育て応援コンソーシアム

▶パートナーシップ宣誓制度がスタート

　令和４年度に市民の皆さまのご　令和４年度に市民の皆さまのご
協力をいただき、アンケート調査協力をいただき、アンケート調査
を実施しました。その結果の一部を実施しました。その結果の一部
をご紹介します。をご紹介します。

子育て応援コンソーシ
アムの勉強会の様子

　市では、全市で男女共同参画を推進するため、令和５年度に「子育て応援コンソー　市では、全市で男女共同参画を推進するため、令和５年度に「子育て応援コンソー
シアム」を立ち上げました。この取り組みでは、子育て世代が働きやすい職場環境づシアム」を立ち上げました。この取り組みでは、子育て世代が働きやすい職場環境づ
くりを進めるため、地域、企業、行政が一体となって課題の共有や情報交換を行い、くりを進めるため、地域、企業、行政が一体となって課題の共有や情報交換を行い、
改善していくことで南あわじ市の企業は子育て応援企業であるということを市内外に改善していくことで南あわじ市の企業は子育て応援企業であるということを市内外に
発信するとともに、企業の人材不足の解消につなげていきます。令和６年度はさらに発信するとともに、企業の人材不足の解消につなげていきます。令和６年度はさらに
参加企業を増やし、取り組みを広げることとしています。参加企業を増やし、取り組みを広げることとしています。

　南あわじ市では、昨年策定した「第３次南あわじ市男女共同参画計画」に基づき、「子　南あわじ市では、昨年策定した「第３次南あわじ市男女共同参画計画」に基づき、「子
育ての喜びが見えるまち」の実現に向け、若者の挑戦や育児を応援する魅力的なまちと育ての喜びが見えるまち」の実現に向け、若者の挑戦や育児を応援する魅力的なまちと
なるよう取り組みを進めています。男女共同参画社会の形成は、その基盤となるものです。なるよう取り組みを進めています。男女共同参画社会の形成は、その基盤となるものです。

　淡路島南 IC 付近は、GWなど連休期間中　淡路島南 IC 付近は、GWなど連休期間中
は観光客の利用により大変渋滞します。できは観光客の利用により大変渋滞します。でき
るだけ西淡三原 ICをご利用いただきますようるだけ西淡三原 ICをご利用いただきますよう
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。
　また、らん・らんバス西循環線（せい太く　また、らん・らんバス西循環線（せい太く
ん号）は４月 27日から５月６日まで、「うずん号）は４月 27日から５月６日まで、「うず
の丘」バス停では乗降できませんのでご注意の丘」バス停では乗降できませんのでご注意
ください。ご協力よろしくお願いいたします。ください。ご協力よろしくお願いいたします。
問万博・観光戦略室☎43-5221問万博・観光戦略室☎43-5221

淡路島南 ICご利用の皆さまへ

GW連休中は
西淡三原 ICの利用に
ご協力ください

令和４年度令和４年度
市民アンケート結果市民アンケート結果

第３次南あ第３次南あ
わじ市男女わじ市男女
共同参画計共同参画計
画はこちら画はこちら

市ホームページ
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【
税
務
課
】

課
長
　
助
嶋
　
透

収
納
対
策
室
長

　
　
　
澤
田
晋
吾

職
員
　
興
津
育
子

野
上
恒
史
、
辻
西
　
敦

川
添
卓
也
、
本
田
和
也

奥
野
祥
子
、
溝
口
善
子

椚
田
華
緒
理

河
井
達
雄
（
再
）

川
上
幸
恵
、
久
保
佑
樹

小
田
敏
文
、
安
藤
僚
香

神
代
敦
史
、
居
上
　
駿

近
藤
祐
里
菜
、
土
井
愛
生

【
環
境
課
】

課
長
　
三
明
耕
司

職
員
　
松
本
奈
生
子

児
玉
光
男
、
榎
勢
美
和

西
中
衣
里
子
、
興
津
佑
治

岡
田
　
誠
、
大
垣
慶
彦

【
福
祉
課
】

課
長
　
榎
本
　
新

職
員
　
吉
原
千
佳

西
川
純
歩
、
細
川
隆
弘

森
下
亜
紀
子
、
上
野
百
恵

廣
瀬
成
史
、
坂
本
温
代

森
崎
重
夫
（
再
）

久
留
米
三
四
郎
、
向
井
奈
津
実

柏
木
綾
乃

【
長
寿
・
保
険
課
】

課
長
　
金
山
知
史

職
員
　
髙
瀬
真
弓

仲
野
裕
恵
、
森
花
愛
子

真
野
律
子
、
川
上
佐
永
子

安
田
由
美
、
名
尾
卓
人

東
　
智
美
、
濵
口
知
明

谷
口
香
織
、
細
川
春
奈

林
め
ぐ
み
、
眞
野
　
瑞

谷
口
裕
佳
、
柴
田
　
渉

西
久
保
絵
理
、
西
村
　
恵

前
田
英
文
、
玉
久
保
美
希

神
田
紗
希

【
財
務
課
】

課
長
　
富
山
明
宏

職
員
　
佐
々
木
祐
輔

安
冨
哲
啓
、
興
津
洋
佑

榎
本
小
百
合
、
伊
吹
美
喜
子

永
樂
大
樹
、
松
崎
彩
加

川
上
友
輔
、
笹
山
幸
来

福
原
真
里
奈
、
福
島
陸
生

山
口
明
宏
、
大
亦
宏
明

【
情
報
課
】

課
長
　
小
松
律
子

職
員
　
赤
井
達
弘

白
川
幸
正
、
山
本
沙
也
香

中
島
央
貴

【
ふ
る
さ
と
創
生
課
】

課
長
（
中
嶋
総
務
企
画

部
副
部
長
兼
務
）

課
付
課
長
兼
つ
な
が
り
開
発

室
長
　
永
田
加
織

南
あ
わ
じ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

室
長
　
奥
田
泰
大

職
員
　
前
川
恭
範

前
野
洋
司
、
中
野
尚
美

榎
本
裕
文
、
徳
田
　
剛

並
木
慶
彰
、
喜
田
啓
義

谷
口
太
輔
、
仲
野
隆
行

山
下
智
沙
、
小
川
浩
子

坂
本
真
望
、
濱
岡
寛
二

田
渕
翔
太
、
濵
野
常
和
子

曽
根
美
咲

【
う
ず
し
お
世
界
遺
産

推
進
課
】

課
長
（
中
嶋
総
務
企
画

部
副
部
長
兼
務
）

【
市
民
協
働
課
】

課
長
　
角
所
亮
史

議
会
事
務
局

事
務
局
長
（
副
部
長
）

　
　
　
船 

本
　
有 

美

【
議
会
事
務
局
】

課
長
　
田
坂
千
佐
美

職
員
　
楠
原
靖
人

磯
見
俊
仁
、
福
岡
侑
子

河
邊
さ
き

総
務
企
画
部

部
長
（
業
務
改
革
・
Ｄ

Ｘ
推
進
担
当
）

　
　
　
木 

田
　
博 

仁

部
付
部
長
（
企
画
担
当
）

　
　
　
家 

田
　
和 

幸

副
部
長
（
総
務
担
当
）

　
　
　 

中 

村
　
尚 

之

副
部
長
（
企
画
担
当
）

　
　
　 

中 

嶋
　
宏 

昭

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
統
括
官（
副
部
長
待
遇
）

　
　
　
清 

水
　
亮 

次

【
総
務
課
】

課
長
（
中
村
総
務
企
画

部
副
部
長
兼
務
）

課
付
課
長
兼
秘
書
室
長

兼
人
材
・
組
織
開
発

室
長
　
前
川
倫
章

職
員
　
中
尾
あ
か
ね

森
浦
勇
人
、
山
本
克
己

江
本
大
志
、
秦
　
優
子

辛
川
　
文
、
野
上
典
子

市
職
員
の
配
置

課
付
課
長
兼
公
共
交
通
対
策

室
長
　
原
口
　
涼

課
付
課
長
兼
生
涯
活
躍
推
進

室
長
　
島
田
美
穂

職
員
　
吉
田
知
子

居
内
昭
人
、
川
口
智
弘

露
本
和
也
、
近
藤
ひ
か
り

井
筒
あ
ゆ
み
、
吉
田
隼
大

赤
坂
俊
彰
、
野
田
康
太

危
機
管
理
部

部
長
（
団
体
と
の
連
携

推
進
担
当
）　

　
　
　
西
岡
　
義
文

【
危
機
管
理
課
】

課
長
　
阿
部
志
郎

職
員
　
白
瀬
由
美

古
川
祥
司
、
西
岡
雅
樹

前
川
正
英
、
上
田
千
春

前
田
　
亮
、
坂
本
和
哉

沖
　
冴
紀
、
塩
田
祐
子

藤
井
雄
人

市
民
福
祉
部

部
長（
総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
西 

庄
　
　 
登

部
付
部
長（
福
祉
担
当
）

　
　
　
齋 

藤
　
浩 
二

副
部
長
（
環
境
担
当
）

　
　
　
堀
　
　 

祥 

夫

【
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

課
長
　
松
山
　
勤

職
員
　
山
野
絵
美

大
上
聡
美
、
雨
堤
知
世

長
濱
美
海
子
、
岩
倉
ゆ
か
り

汐
後
佳
世
子
、
古
川
実
香

土
居
久
代
、
林
　
知
住

原
田
高
行
、
勢
戸
理
恵

澤
田
若
菜
、
柿
谷
　
知

佃
　
香
恵
、
鷲
塚
維
織

土
井
絢
賀
、
正
井
真
瑶

【
地
域
包
括
支
援
室
】

部
付
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

室
長
（
総
合
的
福
祉
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）　
　

　
　
　
前
川
恵
理

職
員
　
善
甫
忠
昭

眞
野
多
江
、
小
島
朋
代

碇
　
真
紀
、
泊
　
友
里

山
崎
真
希

【
健
康
課
】

課
長
　
船
本
武
身

職
員
　
黒
田
し
げ
み

河
井
美
和
、
森
崎
研
一

安
部
こ
ず
恵
、
西
村
竜
也

澤
田
真
紀
、
内
原
孝
美

小
林
有
美
、
肥
田
理
江

樫
野
尚
子
、
木
場
大
登

曽
根
英
次
、
川
端
佳
奈

谷
村
　
愛
、
神
木
　
望

冨
岡
愛
咲
花

【
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
】

課
長
　
稲
本
順
也

職
員
　
井
上
美
奈
子

山
本
高
広
、
丸
永
剛
之

生
田
ひ
か
る
、
荒
木
柳
子

辻
村
智
子

赤
松
裕
子
（
再
）

谷
　
奈
南
、
木
田
結
月

産
業
建
設
部

部
長（
総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
川
上
洋
介
（
再
）

部
付
部
長
（
農
林
・
農

地
担
当
）　

　
　
　
廣
内
　
繁
一

部
付
部
長
（
公
共
建

設
・
総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
多
田
　
孔
充

万
博
・
観
光
戦
略
統
括

官
（
部
長
待
遇
）　

　
　
　
吉
村
文
章（
任
）

副
部
長
（
農
林
担
当
）

　
　
　
栄
井
　
賢
次

副
部
長
（
水
産
・
商
工

観
光
担
当
）　

　
　
　
興
津
　
武
秀

副
部
長
（
公
共
建
設
担

当
）

　
　
　
井
上
　
拓
也

【
商
工
観
光
課
】

課
長
　
土
居
正
典

課
付
課
長
兼
万
博
・
観

光
戦
略
室
長
　

　
　
　
濵
田
直
人
　

職
員
　
東
　
和
幸

林
　
　
誠
、
出
田
美
由
紀

中
川
達
也
、
阿
部
沙
織

金
山
悠
輝
、
印
部
舞
凜

古
川
茉
幸
、
久
留
米
修
司

【
農
林
振
興
課
】

課
長
（
栄
井
産
業
建
設

部
副
部
長
兼
務
）

資
源
循
環
推
進
室
長
　

　
　
　
前
川
祥
一

鳥
獣
対
策
室
長

　
　
　
杉
本
年
美

職
員
　
濟
藤
貴
志

山
﨑
千
和
紀
、
入
谷
恵
祐

阿
在
祐
輔
、
坂
本
大
樹

須
方
駿
介
、
仲
島
宏
一

多
田
雄
哉
、
秦
　
誓
竜

【
水
産
振
興
課
】

課
長
（
興
津
産
業
建
設

部
副
部
長
兼
務
）

職
員
　
土
井
孝
行

庄
田
光
男
、
向
井
　
聡

村
上
遥
南

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
興
津
産
業
建
設

部
副
部
長
兼
務
）

【
農
地
整
備
課
】

課
長
　
前
田
有
治

職
員
　
深
川
雄
次

小
林
智
幸
、
田
村
文
明

池
本
達
哉
、
浦
﨑
基
代

小
丸
明
子
、
宮
本
勇
輝

中
谷
　
晃
、
島
田
智
章

大
原
圭
史
、
小
西
琢
也

中
原
　
歩
、
居
内
裕
樹

広
地
唯
愛

【
建
設
課
】

課
長
　
郷
　
佳
広

職
員
　
村
上
雅
文

福
岡
　
武
、
彦
坂
和
宏

森
　
正
和
、
奈
良
雄
規

印
部
泰
男
、
武
田
知
香

田
中
章
次
（
再
）

田
村
大
輔
、
増
田
敦
大

岡
本
直
樹
、
紺
原
　
萌

榎
本
大
希
、
伊
吹
涼
太

【
都
市
政
策
課
】

課
長
　
秦
　
伸
行

職
員
　
高
田
智
之

榎
本
康
孝
、
清
水
麻
貴

稲
本
幸
児
（
再
）

雨
堤
剛
史
、
谷
口
賢
太
郎

田
中
哲
平

【
建
築
技
術
室
】

部
付
課
長
兼
建
築
技
術

室
長
　
榎
勢
陽 

一

職
員
　
松
本
廣
明（
任
）

清
水
信
彰
、
大
西
重
三
子

古
川
善
基
、
増
井
一
馬

【
下
水
道
課
】

課
長
　
新
地
重
幸

職
員
　
原
坂
浩
司

市

長

　
　
守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　
喜
　
田
　
憲
　
和

教
育
長

　
　
新
　
宅
　
忠
　
敏

魚
谷
英
生
、
大
濵
　
貢

川
添
雅
弘
、
浦
﨑
健
次

原
田
弥
生
、
千
川
佳
奈

長
谷
川
亮
治
（
再
）

倉
本
雅
文
（
再
）

児
嶋
勇
典
、
岡
内
優
貴

大
石
泰
也
、
戸
田
大
輔

会
計
課

会
計
管
理
者（
副
部
長
）

兼
課
長

　
　
　
加 

野
　
泰 

生

職
員
　
中
村
紀
美

河
崎
裕
美
、
森
山
雅
生

久
保
友
紀
子

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）（
学
ぶ

楽
し
さ
日
本
一
推
進
担
当
）

　
　
　
福 

田
　
龍 

八

教
育
次
長
補（
副
部
長
）

　
　
　
上 

原
　
　 

泉

【
教
育
総
務
課
】

課
長
　
田
村
智
巨

職
員
　
佐
々
木
友
美

正
木
充
穂
、
近
江
佐
栄
子

土
居
祐
介
、
興
津
里
香

山
口
実
富
雄

【
学
校
教
育
課
】

課
長（
上
原
教
育
次
長
補
兼
務
）

職
員
　
大
濵
さ
お
り

居
神
さ
ゆ
り
、
関
口
浩
之

浜
田
啓
久
、
瓶
井
彰
人

新
地
美
里
、
西
東
直
輝

木
田
あ
ゆ

【
社
会
教
育
課
】

課
長
　
眞
野
匡
史

課
付
課
長
兼
生
涯
学
習
振
興

室
長
　
阿
萬
野
真
司

職
員
　
郷
野
仁
史

土
居
真
夕
、
前
田
直
樹

井
戸
麻
理
子

仲
山
和
史
（
再
）

西
野
実
希
、
竹
内
ま
り
の

別
所
魁
晟

【
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課
】

課
長
　
柏
木
映
理
子

職
員
　
原
坂
泰
子

前
谷
光
宣
、
西
岡
幸
子

冨
山
裕
貴
、
丸
尾
か
お
り

横
山
留
依
、
島
田
新
太

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
課
長
）

　
　
　
秀
　
充
浩

書
記
　
三
谷
香
名

斉
藤
浩
平
、
足
立
達
矢

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）（
秀

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
兼
務
）

職
員
（
選
挙
管
理
委
員

会
三
谷
・
斉
藤
・
足
立

兼
務
）

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）

　
　
　
土
井
　
勤

職
員
　
榎
本
寛
子

細
川
智
佳
子
、
内
山
賢
一

出
先
機
関

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
沼
島
出
張
所
・

沼
島
地
区
公
民
館
）】

所
長
兼
館
長

　
　
　
船
越
直
子

職
員
　
高
野
晴
充

増
田
賢
司

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
角
所
市
民
協
働

課
長
兼
務
）

【
下
水
放
流
施
設
】

所
長
（
三
明
環
境
課
長
兼

務
）

職
員
　
山
田
雅
文

別
所
正
俊
、
東
　
大
輔

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長
　
山
﨑
あ
け
み

職
員
　
藤
本
裕
美

西
　
明
子
、
惠
比
須
彩

堀
川
真
季
、
川
上
千
裕

山
下
咲
希
、
金
谷
緋
音

【
倭
文
保
育
園
】

所
長
　
森
下
さ
お
り

職
員
　
波
戸
樹
里

奥
村
里
奈

【
榎
列
保
育
所
】

所
長
　
鯉
森
あ
ず
さ

職
員
　
上
田
千
加

喜
田
さ
つ
き
、
前
田
美
悠
紀

本
田
　
睦
（
再
）

安
田
遥
香

【
八
木
保
育
所
】

所
長
　
久
井
和
美

職
員
　
山
下
園
加

砂
尾
珠
美
、
小
林
沙
矢
香

【
神
代
保
育
所
】

所
長
　
川
崎
貴
子

職
員
　
土
居
美
帆

向
登
志
光
、
大
川
美
穂

横
山
侑
耶
、
林
　
眞
輝

【
志
知
保
育
所
】

所
長
　
奥
村
裕
子

職
員
　
山
崎
育
子

継
木
孝
衣
、
川
崎
安
理
沙

【
賀
集
保
育
所
】

所
長
　
中
田
叶
江

職
員
　
藤
井
奈
美

佐
藤
　
航
、
深
川
紗
知
代

落
合
有
寿
加

石
井
真
由
美
（
再
）

山
﨑
有
羽

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
谷
田
リ
カ

職
員
　
近
藤
知
加
子

田
村
恵
奈
、
白
瀬
奈
央

柴
折
春
奈

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
西
尾
美
由
紀

職
員
　
田
浦
新
太
郎

松
野
紗
希
、
出
田
百
華

坂
本
幹
太

【
市
こ
ど
も
園
】

園
長
　
森
本
美
代
子

職
員
　
向
　
洋
美

江
本
裕
美
子
、
釜
谷
里
香

土
居
祐
未
、
赤
松
由
香

藤
江
朝
子
（
再
）

東
　
彩
香
、
竹
中
明
日
香

正
木
佐
梨
菜
、
赤
松
奈
瑞
菜

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
田
中
利
佳

職
員
　
池
尻
真
希

川
淵
　
唯

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
森
い
つ
み

職
員
　
沖
　
　
香

椿
野
有
唯

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
北
川
の
ぞ
み

職
員
　
阿
部
麻
祐
子

太
田
千
香
子
（
再
）

【
児
童
館
】

館
長
（
稲
本
子
育
て
ゆ

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

課
長
　
上
田 

一 

路

　
　
　
東
根
崇
弘

職
員
　
三
宅
哲
也

堀
川
昌
志
、
萩
山
能
宏

柏
木
真
樹
、
的
崎
義
彦

酒
部
美
里
、
榎
本
孝
太
郎

砂
川
貴
弘

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

副
部
長
　
濱
田
成
章

職
員
　
河
尻
将
登

【
洲
本
市
・
南
あ
わ
じ

市
衛
生
事
務
組
合
】

職
員
　
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
】

職
員
　
松
﨑
宏
美

【
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
】

課
長
　
柴
田
泰
子

【
一
般
財
団
法
人
地
域

総
合
整
備
財
団
】

職
員
　
大
谷
悠
人

【
一
般
財
団
法
人
淡
路

島
く
に
う
み
協
会
】

職
員
　
松
本
潤
子

武
市
知
也

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

令
和
６
年
３
月
31
日
付

退
職
者
は
次
の
通
り
。

森
崎
重
夫
、
欅
田
由
香

西
谷
由
佳
、
奥
野
み
の
り

山
口
江
美
、
原
　
匡
宏

福
井
真
美
、
山
形
恭
子

小
池
こ
こ
ろ
、
原
田
祐
理
花

【
兵
庫
県
か
ら
の
派
遣

期
間
が
満
了
す
る
者
】

首
藤
健
一
、
白
木
誠
一

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長
（
眞
野
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
山
崎
裕
司

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

藤
本
佳
幸
、
榎
本
良
一

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
（
阿
萬
野
社
会
教

育
課
付
課
長
兼
務
）

職
員
　
安
田
文
子

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
柏
木
ス
ポ
ー
ツ

青
少
年
課
長
兼
務
）

職
員
　
奥
野
大
輔

【
文
化
体
育
館
】

館
長
（
柏
木
ス
ポ
ー
ツ

青
少
年
課
長
兼
務
）

職
員
　
江
本
典
隆

佐
藤
秀
明

派
遣
職
員
等

【
経
済
産
業
省
】

職
員
　
横
野
有
香

【
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り

部
営
繕
課
】

職
員
　
児
玉
佳
祐

【
淡
路
県
民
局
県
民
躍

動
室
】

職
員
　
森
崎
ひ
と
み

向
所
明
日
美
、
小
阪
脩
人

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員
　
橋
本
知
佳

國
中
唯
人

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員
　
相
原
吉
孝

【
淡
路
県
民
局
洲
本
健

康
福
祉
事
務
所
】

職
員
　
譽
田
志
緒
理

め
る
ん
課
長
兼
務
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長
　
大
鐘
稔
彦（
会
）

職
員
　
齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長
　
宮
﨑
美
枝（
会
）

職
員
　
位
高
千
秋

河
辺
史
子

【
沼
島
診
療
所
】

所
長
　
横
山
龍
治

職
員
　
川
口
明
代

【
南
淡
路
農
業
公
園
】

所
長
（
課
長
）　

　
　
　
出
口
佳
宏

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
課
長
）　

　
　
　
山
形
さ
ゆ
り（
再
）

職
員
　
澤
内
未
喜
子

田
浦
丈
二
、
木
田
和
秀

山
口
英
明

姥
谷
和
彦
（
再
）

原
　
雅
世
（
再
）

喜
多
し
げ
み
（
再
）

島
田
幸
嗣
（
再
）

平
山
　
晃
（
再
）

【
西
淡
中
学
校
】

職
員
　
斉
藤
　
薫

【
市
立
図
書
館
】

館
長
（
課
長
）　

　
　
　
山
家
光
泰

職
員
　
釣
島
章
継

福
田
晃
久
、
河
野
沙
織

古
川
浩
司
（
再
）

村
上
奈
々

【
玉
青
館
】

館
長
（
山
家
市
立
図
書

館
長
兼
務
）

職
員
　
的
崎
　
薫
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久く

る

め
留
米
　
修し

ゅ
う
じ司（

一
般
）

商
工
観
光
課

物
事
に
柔
軟
に
対
応
し
、

積
極
的
に
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

古ふ
る
か
わ川

　
茉ま

ゆ
き幸

（
一
般
）

商
工
観
光
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
大

切
に
誠
実
で
信
頼
さ
れ
る

職
員
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。

紺こ
ん
ば
ら原

　
萌も

え
（
一
般
）

建
設
課

市
民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ

れ
る
よ
う
な
職
員
を
目
指

し
、
真
摯
に
業
務
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

仲な
か
じ
ま島

　
宏こ

う
い
ち一

（
一
般
）

農
林
振
興
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
ま
す
。

戸と

だ田
　
大だ

い
す
け輔

（
一
般
）

下
水
道
課

南
あ
わ
じ
市
民
の
皆
さ
ま

の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。

福ふ
く
し
ま島

　
陸り

く
お生

（
一
般
）

財
務
課

信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

神か
ん
だ田

　
紗さ

き希
（
一
般
）

総
務
課

市
民
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
、
精
一
杯
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

佃つ
く
だ　

香か

え恵
（
一
般
）

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
、
よ
い
町
づ
く
り
が
叶

う
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

神か
み
き木

　
望の

ぞ
み（

保
健
師
）

健
康
課

皆
さ
ま
と
共
に
、
南
あ
わ

じ
市
の
更
な
る
発
展
の
た

め
前
向
き
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

山や
ま
さ
き崎

　
真ま

き希
（
保
健
師
）

地
域
包
括
支
援
室

市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増

進
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
尽
力
い
た
し
ま
す
。

木き

だ田
　
あ
ゆ
（
一
般
）

学
校
教
育
課

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽

力
い
た
し
ま
す
。

川か
わ
さ
き崎

　
安あ

り

さ
理
沙
（
保
育
士
）

志
知
保
育
所

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
保
育
を
目
指
し
ま
す
。

正ま
さ
き木

　
佐さ

り

な
梨
菜
（
保
育
教
諭
）

市
こ
ど
も
園

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
元
気
い
っ
ぱ
い

過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

赤あ
か
ま
つ松

　
奈な

ず

な
瑞
菜
（
保
育
教
諭
）

市
こ
ど
も
園

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
向

き
合
い
笑
顔
で
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
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※一般＝一般行政職

農学部新入生の受け入れ
　4月3日、高梁キャンパスにて入学宣誓式を行いました。
　今年度、農学部には地域創成農学科 29 名（内 3 年
次編入１名）、海洋水産生物学科に 50 名が入学しまし
た。南あわじ・岡山・高梁キャンパスの新入生が一堂
に集まり、農学部の学生も良い刺激を受けた１日になった
と思います。4 月5 日に授業が開始され、キャンパス内
に賑わいが戻ってきました。今年度より臨海実習棟（阿

農学部新入生農学部新入生

那賀地区）を使用した新たな授業も始まるため、より教育・
研究に磨きがかかる１年になると思います。今後とも市民
の皆さまと学生がよりよい関係を築き上げ、南あわじ市の
発展に寄与できればと感じております。
問同大南あわじ志知キャンパス事務室☎ 42-4700

暖かみのある合理化・効率化

　近年の情報技術の進化は、私たちの生活スタイルを
大きく変えています。スマートフォンが普及し、コミュ
ニケーションの手段が、電話からＬＩＮＥなどに移行し
て来ました。身の回りでも、スーパー等でのセルフレジ
やキャッシュレス決済など、情報技術を活用したサービ
スは増え続けています。企業でも、ペーパーレス、リモー
トの会議が普通になってきました。
　労働力不足が叫ばれていますが、国や自治体も例外
ではありません。効率的な業務の実現や市民サービス
の向上のため、情報技術の活用が進められており、こ
の流れは、ＤＸ (デジタル・トランスフォーメーション )
と呼ばれています。
　本市でも、マイナンバーカードを使ってコンビニや市
民交流センターで住民票、印鑑証明など各種の証明書
が発行できるようになり、利用も年々増えています。ま
た、子育て関係や介護関係の手続きの一部も市役所に
来庁いただくことなく、スマホ等を利用したオンライン
で可能になりました。個人を対象とするサービスの増加
にとどまらず、産業振興や災害対応などでも情報技術
の導入がますます進んでいきます。

　市民サービス向上のため、市役所内部の事務作業に
ついても、人工知能の導入、事務手続の大幅な見直し
などによる、自動化や迅速化を進めます。ただ、その目
的は、人を減らし、市民との接触を減らすことではあり
ません。社会の高齢化や地域の担い手の減少が進む中
で、市役所に期待される役割は増大し、かつ複雑化し
ています。地域課題の発見や対応には、さらに対話の
機会を増やし人と人とのつながりを強化する必要があり
ます。業務効率化で生み出される職員の時間と労力を、
より積極的な市民との対話を通じ、地域の課題や活性
化に必要な情報を共有し、知識・経験を高めて課題解
決の方策を練り上げ、市民とともに行動する方向に振り
向けられるよう、業務改善や人材育成に取り組んでまい
ります。
　また、男女共同参画、働き方の柔軟化という観点から
も情報技術の導入は重要です。業務の自動化やテレワー
クの活用によって、男女問わず家事や育児、介護など
に取り組みやすくなったり、自己研鑽の時間を創出した
りと、ライフステージに応じて働きやすさや働き甲斐が
実感できる職場づくりに努め、市内事業所のモデルとな
るように、取り組んでまいります。業務効率化というと
冷たい、機械的なイメージを持たれるかもしれませんが、
私たちは、暖かみのある情報技術の導入を目指してい
ます。市民の皆さまのご理解ご支援をお願いいたします。

後記：四国を震源地とする地震がありました。また、特
殊詐欺による被害が南あわじ市でも報告されていま
す。市民の皆さま方には、引き続き、十分な「備え」
と「注意」をお願いいたします。

南あわじ市長 守本 憲弘
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場
合
等
を
含
む
）が
あ
る
人
は
、

通
常
の
申
請
書
に
学
生
証
の
写

し
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本

等
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
６
月
27
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
５
月
28
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
　
音
声
案
内
①
→
②

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43・５
２
１
２

国民
年金

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

の
人
が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
を
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象　

　
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育

法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限

が
１
年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す

る
学
生
等
で
、
前
年
の
所
得
が
基

準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
等
の
理

由
が
あ
る
人　

所
得
の
目
安

　
１
２
８
万
円
＋
｛（
扶
養
親
族
等

の
数
）
×
３
８
万
円
｝
+
社
会
保

険
料
控
除
等
で
計
算
し
た
額
以
下

手
続
き
に
つ
い
て

・
昨
年
度
に
同
制
度
で
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
４
月
始
め
に

申
請
書
は
が
き
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
じ
学
校
に
引
き
続

き
在
学
す
る
人
は
、
申
請
書
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
今
年
度
か
ら
学
生
と
な
っ
た
人

や
、
学
校
等
に
変
更
（
大
学
か

ら
大
学
院
へ
進
む
場
合
や
短
大

か
ら
４
年
制
大
学
に
編
入
す
る

学
生
は
申
請
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

路
除
草
、道
路
側
溝
清
掃

申
請
者　
自
治
会
長

助
成
金　
❶
道
路
除
草（
草
刈
延

長
1
ｍ
当
り
30
円
）❷
道
路
側

溝
清
掃（
清
掃
延
長
1
ｍ
当
り

２
５
０
円
）

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

　

令
和
5
年
度
よ
り
、地
域
で
行

っ
て
い
た
だ
く
道
路
除
草
、道
路

側
溝
清
掃
活
動
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
お
り
、令
和
6
年
度
も
引

き
続
き
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

対
象　
市
が
管
理
す
る
道
路（
市

道
、オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
）で
の
道

助成金

道
路
除
草
な
ど
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

費
は
、
次
の
❶
❷
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の

❶
事
業
者
等
が
補
助
金
の
申
請
を

す
る
日
の
前
日
ま
で
に
、空
き

家
の
所
有
者
か
ら
取
得
し
、ま

た
は
賃
貸
し
た
社
宅
を
、施
工

業
者
が
社
宅
改
修
す
る
も
の
。

た
だ
し
、増
築
は
、10
㎡
以
内
に

限
る

❷
❶
に
係
る
費
用（
取
引
に
係
る

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を

含
む
）が
30
万
円
を
超
え
て
い

る
も
の

補
助
金
額

　
基
本
補
助
金
の
額
お
よ
び
加
算

補
助
金
の
額
の
合
計
額
と
、補
助

対
象
経
費
の
う
ち
、補
助
対
象
者

の
支
払
額
の
３
分
の
１
の
額
を
比

較
し
て
少
な
い
方
の
額

※
１
０
０
０
円
未
満
の
端
数
切
り

捨
て

▽
基
本
補
助
金
額　
50
万
円

▽
加
算
補
助
金
額　
１
戸
あ
た
り

10
万
円

※
加
算
補
助
金
は
２
戸
以
上
６
戸

以
下
と
し
ま
す

※
独
立
し
た
入
り
口
を
有
す
る
居

室
を
１
戸
と
し
ま
す

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

補助金
　
市
内
の
空
き
家
を
社
宅
へ
改
修

工
事
す
る
事
業
者
等
に
対
し
、改

修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
改
修
工
事
着
手
前
に
交
付
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
補
助
金
の
交
付
は
、１
つ
の
社

宅
に
つ
き
１
回
と
な
り
ま
す

補
助
対
象
者

　

市
内
で
社
宅
改
修
を
す
る
事

業
者
ま
た
は
サ
ブ
リ
ー
ス
業
者
で

あ
っ
て
、次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者

❶
補
助
金
交
付
決
定
後
、市
内
で

３
年
以
上
社
宅
と
し
て
使
用
す

る
こ
と

❷
社
宅
改
修
後
、事
業
者
が
従
業

員
を
社
宅
に
入
居
さ
せ
る
こ
と

❸
市
税
の
未
納
が
な
い
こ
と

❹
南
あ
わ
じ
市
暴
力
団
排
除
条
例

に
規
定
す
る
暴
力
団
、暴
力
団

員
ま
た
は
暴
力
団
密
接
関
係
者

で
な
い
こ
と

❺
建
築
基
準
法
そ
の
他
関
係
す
る

法
令
に
違
反
し
な
い
こ
と

❻
賃
貸
住
宅
管
理
業
法
そ
の
他
の

関
係
法
令
を
遵
守
し
て
い
る
こ

と
補
助
対
象
経
費

　
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
る
経

空
き
家
を
社
宅
へ
改
修
す
る
費
用
を
補
助

社
宅
改
修
事
業
補
助
金

市ホームページ

市ホームページ

申
請
に
つ
い
て

▽
必
要
な
も
の　
❶
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
❷
車
検
証
❸
運
転
者

の
運
転
免
許
証

▽
提
出
先　
税
務
課

▽
提
出
期
限　
５
月
31
日（
金
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
人

　
申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば

郵
送
し
て
い
る「
減
免
申
請
書（
継

続
用
）」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
新
規

の
手
続
き
が
必
要
で
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
等

は
、一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動

車
は
、
対
象
者
1
人
に
つ
き
1

台
で
す
。
普
通
自
動
車
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
を
申
請
す

る
人
は
、洲
本
県
税
事
務
所（
☎

26
・
２
０
３
２
）へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

税

軽
自
動
車
税
減
免
の
受
付
は

５
月
末
ま
で
で
す

市ホームページ

送
付
廃
止
時
期

❶
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
を
口
座
振
替
で
納
付
し

た
人
…
令
和
６
年
度
か
ら

❷
小
型
二
輪
（
２
５
０
㏄
超
）
の

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を
口

座
振
替
で
納
付
し
た
人
…
令
和

７
年
度
か
ら

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

　
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ

ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
）
の
運
用
開
始

に
伴
い
、
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
継
続
検
査
（
車
検
）

を
受
け
る
際
の
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査

用
）
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
送
付
を
段
階
的
に

廃
止
し
ま
す
。

税

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

送
付
を
段
階
的
に
廃
止

市ホームページ

引
き
続
き
対
象
要
件
に
該
当
す

る
場
合
、
再
度
申
請
可
能
で
す

申
請
方
法　
電
子
申
請
ま
た
は
郵

送
申
請
期
間　
５
月
15
日（
水
）～
令

和
７
年
１
月
31
日（
金
）

特
産
品
の
お
届
け
方
法　
特
産
物

通
販
サ
イ
ト
「
南
あ
わ
じ
マ
ル

シ
ェ
」
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン

ト
１
万
円
分
を
付
与
し
ま
す
の

で
、
ご
自
身
で
特
産
品
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。
後
日
、
取
扱
事

業
者
か
ら
特
産
品
を
お
届
け
し

ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
つ
な
が
り
開

発
室
☎
43
・
５
２
５
１

　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
将
来
の
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
る
若
者
を
応
援

し
、南
あ
わ
じ
市
と
の
つ
な
が
り

や
郷
土
愛
を
深
め
る
た
め
に
、特

産
品
を
お
届
け
し
ま
す
。ご
家
族

や
お
知
り
合
い
に
も
ぜ
ひ
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
４
月
１
日
時
点
で
年
齢
が
18
歳

～
21
歳
（
平
成
14
年
４
月
２
日

～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
人

・
本
市
出
身
で
、
住
民
票
異
動
に

関
わ
ら
ず
、
国
内
か
つ
淡
路
島

外
に
居
住
し
て
い
る
人 

な
ど

※
以
前
申
請
さ
れ
た
人
の
う
ち
、

若者

島
外
で
頑
張
る
若
者
を
特
産
品
で
応
援

若
者
ふ
る
さ
と
応
援
便

市ホームページ
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日
時　
５
月
26
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
地
区
公
民
館

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43・５
２
０
５

説明会
　
関
西
空
域
飛
行
経
路
の
見
直
し

案
に
つ
い
て
、関
西
３
空
港
懇
談

会
か
ら
国
へ
行
っ
た
要
請
に
対
す

る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、そ

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

関
西
空
域
飛
行
経
路
見
直
し

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

市ホームページ

こどもの日 小学生５０円乗車キャンペーン
路線バスでおでかけしよう！

日程　５月５日（日・祝）
対象者と運賃　小児（小学生）１乗車50円、同伴の大

人１乗車100円
対象路線　淡路交通の縦貫線・由良線・鳥飼線・都

志線・長田線全線、南あわじ市・洲本市のコミュニ
ティバス全路線

問市民協働課☎43-5244

生涯
活躍
60
歳
以
上
の

シ
ニ
ア
の
活
躍
を
応
援

日程
9:00～ 16:45 開設 場所

５月１日（水） 丸山地区公民館
５月８日（水） 灘地区公民館

５月 15 日（水） 阿万地区公民館
５月 22 日（水） 潮美台地区公民館
５月 29 日（水） 北阿万地区公民館
予約☎0120-876-606（10:00 ～ 20:00）

※平日の火曜、金曜日は市役所１階ロビーで開設します

ス
マ
ホ
講
習
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
内
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が
主

催
す
る
ス
マ
ホ
講
習
会
に
講
師
を

派
遣
し
ま
す
。
対
象
人
数
は
４
～

10
人
程
度
、
１
回
１
２
０
分
以
内

で
す
。

　
開
催
予
定
日
の
１
カ
月
前
ま
で

に
情
報
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

ス
マ
ホ
の
困
り
ご
と
解
決
を
お
手
伝
い

今
月
の
ス
マ
ホ
出
張
相
談
窓
口

スマホ

◆
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
始
め
ま
せ
ん
か
？

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

◆
説
明
会
・
相
談
会

▽
日
時　
５
月
22
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
３
会
議
室　

問
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
４
４

　
シ
ニ
ア
の
活
躍
の
場
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
働
き
や
す
い
仕
事
を
見
つ
け
よ
う

「
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍
総
合
相
談

窓
口
」（
要
予
約
）

▽
日
時　
５
月
24
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

市ホームページ 市ホームページ

認知症
　
市
で
は
、Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知
障

害
）や
認
知
症
状
が
あ
る
人
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
の
認
知
症
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
導
入
し
ま

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
に
よ
る
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
方
式

で
、質
問
項
目
は
少
な
く
約
５
分

で
実
施
可
能
。誰
で
も
簡
単
に
テ

ス
ト
で
き
ま
す
。今
後
は
認
知
症

カ
フ
ェ
の
ほ
か
、介
護
予
防
出
前
講

座
、高
齢
者
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
室

　
☎
43
・
５
２
３
７

市ホームページ

市長も体験して
みました

結果表 タッチパネルで操作

※この機器は、明治安田の「私の地元応援募金」寄付金で購入してい
ます

※
完
全
予
約
制

※
ご
希
望
の
日
時
に
沿
え
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

　
身
体
的
な
理
由
な
ど
で
市
役
所

ま
で
行
く
の
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、
平
日
に
職
員
が
ご
自
宅
な
ど

を
訪
問
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
個
別

訪
問
の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
病

院
や
施
設
と
調
整
の
上
、
市
内
に

限
り
訪
問
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請
受
付
中

納期限は５月31日（水）納期限は５月31日（水）

固定資産税・・・・・・【１期】
軽自動車税・・・・・・【全期】
　　（種　別　割）

※納期限内の納付がない場合、督促状が発送
されます。督促状の発送日から起算して、10日
を経過した日までに納付がない場合は、差押
えなどの滞納処分を行います

問税務課☎43-5213

自動車税（種別割）
問洲本県税事務所☎26-2032

入会説明会のご案内
日時　❶ ５ 月 ８ 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ ５ 月 22 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

急募！！ 中央リサイクルセンター
資源ゴミ等分別作業員募集！！アリスホームドクター

南あわじ市北阿万筒井76-1

•しろあり　•はち
•ゴキブリ　•ムカデ
•ネズミ　　•イタチ
•ハト　　　•コウモリ
•その他害虫☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

が
あ
り
、受
け
入
れ
準
備
を
行

っ
て
い
る
団
体
が
受
け
入
れ
の

準
備
に
必
要
な
経
費

補
助
金
額　
１
団
体
あ
た
り
15
万

円（
上
限
）

※
活
動
備
品
等
支
援
経
費
に
係
る

交
付
申
請
が
２
回
目
の
場
合
上

限
10
万
円

対
象
実
施
期
間　
４
月
１
日
～
令

和
７
年
３
月
31
日

申
請
期
限　
６
月
14
日（
金
）

※
応
募
状
況
に
よ
り
２
次
募
集
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
（
文
化
芸
術
団
体
）

　
社
会
教
育
課

　
☎
43
・
５
２
３
２

問
（
ス
ポ
ー
ツ
団
体
）

　
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

　
中
学
生
を
含
め
た
若
年
層
の
市
民

が
団
体
の
担
い
手
と
し
て
地
域
で
活

動
す
る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
、活

動
に
必
要
な
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体　
市
内
に
お
い
て
団
体

の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
を
確

保
し
、活
動
体
制
の
強
化
に
取

り
組
み
、今
後
も
継
続
し
た
活

動
を
続
け
る
団
体

対
象
経
費　
❶
イ
ベ
ン
ト
等
実
施

に
係
る
経
費
…
各
団
体
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
中
学
生
を
含

め
た
会
員
を
獲
得
す
る
た
め
に

必
要
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
経
費

　
❷
活
動
備
品
等
支
援
経
費
…
市

内
で
既
に
中
学
生
を
含
め
た
会

員
を
受
け
入
れ
て
活
動
し
て
い

る
団
体
や
中
学
生
を
含
め
た
会

員
か
ら
の
参
加
希
望
の
申
し
出

補助金

団
体
で
若
い
担
い
手
が
活
動
す
る

た
め
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

認
知
症
状
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

物
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

マイ
ナンバー

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます
　　南あわじ交通安全協会から、４月に
市内の小中学校に入学する子どもたちを
交通事故から守ろうと、新入生 718 人
分の夜光反射材を寄付いただきました。
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陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

贈
し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

　

令
和
５
年
10
月
15
日
、音
楽
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
主

催
の
「
第
９
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
」を
湊
地
区
公
民
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
出
演
者
や
観
覧
者
か
ら
の
収
益

金
お
よ
び
募
金
の
一
部
か
ら
指
揮

者
台
、譜
面
台
、マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
、

リ
ガ
チ
ャ
ー
を
購
入
し
、３
月
11

日
に
広
田
小
学
校
吹
奏
楽
部
へ
寄

寄贈

第
９
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

広
小
吹
奏
楽
部
に
備
品
を
寄
贈

広田小学校に備品を寄贈する実
行委員会

老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
【
第
９
期
】

　

３
月
22
日
に
、南
あ
わ
じ
市
老

人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
委
員
会
の
田
中
一
宏
委

員
長
か
ら
答
申
が
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
、「
南
あ
わ
じ
市
老
人
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画【
第

９
期
】」を
策
定
し
ま
し
た
。高
齢

者
が
元
気
で
い
き
い
き
と
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
長
寿
・
保
険
課
☎
43
・
５
２
１
７

　
地
域
包
括
支
援
室
☎
43
・
５
２
３
７

計画
障
害
者
計
画
（
第
４
次
）
及
び
第

７
期
障
害
福
祉
計
画
・
第
３
期
障

害
児
福
祉
計
画

　

３
月
15
日
に
、南
あ
わ
じ
市
障

害
者
計
画
等
策
定
委
員
会
の
松

本
守も

り
と史

委
員
長
と
森
裕
美
副
委

員
長
か
ら
答
申
が
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
、「
南
あ
わ
じ
市
障
害
者
計
画

（
第
４
次
）及
び
第
７
期
障
害
福

祉
計
画
・
第
３
期
障
害
児
福
祉
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。障
が
い
の

あ
る
人
が「
な
り
た
い
自
分
に
な

れ
る
」ま
ち
を
め
ざ
し
、そ
れ
を
応

援
す
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

各
種
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

保
険　
労
災
保
険

勤
務
時
間　
休
日
、祝
日
、早
朝
、

深
夜
の
運
転
業
務
あ
り

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
予
約
状
況
に

よ
り
異
な
り
ま
す

申
込
要
件　
８
㌧
限
定
な
し
の
中

型
以
上
の
自
動
車
運
転
免
許

募
集
人
数　
１
人

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
貼
り
、
運
転
免
許
証
の
写

し
を
添
え
て
、
財
務
課
（
市
役

所
本
館
３
階
）
へ
提
出

受
付
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分

選
考
方
法　
面
接
試
験

※
申
込
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

後
、
面
接
試
験
を
実
施
す
る
場

合
あ
り

問
財
務
課
管
財
係
☎
43
・
５
２
１
０

職員
募集

業
務
内
容　
繁
忙
期
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
運
転
業
務
（
年
間
平
均
20

時
間
／
人
）

賃
金　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行
時

間
（
出
庫
時
刻
か
ら
入
庫
時

刻
）
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と

し
、
時
間
の
区
分
毎
の
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
業
務

（
登
録
員
）を
募
集
し
ま
す

市ホームページ

市ホームページ

計画等策定委員会の松本委員長（中
央）と森副委員長（左）

計画策定委員会の田中委員長（右） 市ホームページ

応
募
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
小
論
文
（
テ
ー
マ

「
自
主
放
送
番
組
が
地
域
で
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
」、
８
０
０

字
以
内
、
様
式
自
由
）
を
添
え

て
、
持
参
ま
た
は
郵
送

応
募
期
限　
５
月
20
日（
月
）

　
午
後
５
時（
必
着
）

応
募
先
　
ふ
る
さ
と
創
生
課
南
あ

わ
じ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室
（
市

役
所
第
３
別
館
）

問
南
あ
わ
じ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　
☎
43
・
５
２
０
１

　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
テ
ィ

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
番
組
の
内
容

を
審
議
す
る
委
員
を
公
募
し
て
い

ま
す
。

募
集
人
数　
１
人　

任
期　
８
月
１
日
～
令
和
８
年
７

　
月
31
日

応
募
資
格
　
次
の
❶
～
❹
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人
。
❶
市
の

選
挙
権
を
有
す
る
❷
市
議
会
議

員
、
市
職
員
で
な
い
❸
市
の
他

の
附
属
機
関
の
公
募
委
員
で
は

な
い
❹
南
あ
わ
じ
市
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
自
主
放
送
を
視
聴
で
き
る

公募

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送

番
組
審
議
会
委
員
の
公
募

市ホームページ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

市役所職員の募集
（令和６年 10 月採用）

慶野松原海水浴場
売店施設営業者の募集

申込期間　５月 24 日（金）まで
申込方法　オンラインまたは書面

による
職種　❶一般行政職
　　　❷建築・土木事務職
試験　１次試験 ６月８日（土）
　　　２次試験 ７月６日（土）
※応募者数によって、３次試験を

行う場合があります
※受験資格や申込方法

など、詳しくは市ホー
ムページをご覧くだ
さい

問総務課☎ 43-5001

営業期間　７月上旬から８
月下旬 原則午前９時～
午後６時

営業場所　南あわじ市松帆
古津路 970-78 地内

　「古津路売店棟」
応募期限　５月 24 日（金）
　正午まで
※応募要件や応募方法、施

設使用料など、詳しくは
市ホームペー
ジをご覧くだ
さい

問商工観光課☎ 43-5221

時間区分 賃金

６時間を超え８時間以下 13,000 円

４時間を超え６時間以下 12,000 円

２時間を超え４時間以下 8,000 円

１時間を超え２時間以下 6,000 円

１時間以下 3,500 円

※交通費は別途支給

　４月上旬まで市役所本館１階ロビーおよび市内各市民交流センター
に、令和６年能登半島地震兵庫県義援金の募金箱を設置したところ、
総額 915,471 円の義援金が寄せられました。
　皆さまのご協力に対し、厚くお礼を申しあげます。
　寄せられた義援金は、同募集委員会を通じて被災者支援に活用し
ていただきます。

場所　南あわじ市役所本館１階
期間　７月26日（金）まで
　義援金は、市でとりまとめて令和６年台湾東部沖地震兵庫県義援
金募集委員会へ送付し、被災者支援に活用される予定です。
問総務課☎ 43-5001

令和６年能登半島地震災害義援金のお礼について

令和６年台湾東部沖地震兵庫県義援金
募金箱を設置しています
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能
性
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

に
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
募
集

　

女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
農
業

に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
う
た
め

の
経
費（
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
上
限

10
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
農
業
に
関

わ
り
を
持
つ
女
性
４
人
以
上
で

組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

▽
活
動
例　

野
菜
等
の
新
品
種
の

導
入
や
新
商
品
の
開
発
、食
育
・

食
農
活
動
、視
察
研
修
・
講
演

会
等
の
開
催
な
ど

▽
募
集
期
間　

随
時

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

南
あ
わ
じ
市
農
業
女
子
Ａ
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｄ
の
発
表
者
募
集

　

女
性
農
業
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、女
性

農
業
者
が
自
ら
の
活
動
を
発
表
す

る
南
あ
わ
じ
市
農
業
女
子
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｄ
を
開
催
し
ま
す
。関
心
の
あ

る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。グ
ラ
ン

プ
リ
に
は
副
賞
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
女
性
農
業
者

※
参
加
費
無
料
、申
込
不
要　

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

海
上
自
衛
隊
掃
海
艦
「
あ
わ

じ
」
一
般
公
開

▽
内
容　

艦
艇
の
見
学
、制
服
試

着
体
験
な
ど　

▽
日
時　
５
月
11
日（
土
）、12
日（
日
）

各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

津
名
港（
淡
路
市
生
穂
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い　

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
催

▽
日
程　

５
月
18
日（
土
） 

、19
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
マッ
プ
設
置
場
所　

島
内
市
役
所

▽
市
内
開
催
場
所　

花
時
計
、バ

ラ
ー
デ
～
角
所
、風
の
通
る
庭
、

ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
の
花
壇
、西
一
花

と
緑
、や
ぶ
萬
サ
イ
ド
Ｇａ
ｒ
ｄ

ｅ
ｎ
、お
う
ち
カ
フ
ェ
メ
リ
ッ
サ
さ

か
べ
の
駐
車
場
の
庭
園
、地
域
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
楽
市
楽
座
、里
山
基

地「
エ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
」、そ
ら
の

い
ろ
Ｙａ
ｂ
ｕ
ガ
ー
デ
ン
、メ
ルヘ

ン
ガ
ー
デ
ン
、Ｓｍ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ
ガ
ー

デ
ン
、増
田
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
、鷲

見
ガ
ー
デ
ン

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
試
験
の
実
施

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
に
備
え
、次
の
と
お
り
総
務

省
消
防
庁
に
よ
る
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た

情
報
伝
達
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
実
施
日
時　

５
月
22
日（
水
）

　

午
前
11
時
頃

▽
放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
、 

「
こ
ち
ら
は
、ぼ
う
さ
い
南
あ
わ

じ
市
で
す
」

※
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、戸
別
受
信
機

か
ら
緊
急
放
送
が
流
れ
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
、ご
注
意
く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

県
実
施
フェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象

で
す
。建
物
被
害
半
壊
以
上
で
再

建
す
る
と
６
０
０
万
円
給
付
し
ま

す
。他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
で

す
。

に
対
し
派
遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

所
在
地
お
よ
び
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、小
学

校
就
学
年
齢
以
上
の
市
民
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）、葛
巻
町（
岩
手
県
）、

大
野
市（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期　

　

令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

▽
申
込
締
切　

８
月
30
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
！

令
和
６
年
度
テ
ー
マ
「
デ
ジ
タ
ル
時

代
に
求
め
ら
れ
る
消
費
者
力
と
は
」

　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
等

の
技
術
が
急
速
に
進
展
し
、
消
費

者
の
利
便
性
が
増
す
一
方
、
リ
ス

ク
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
や

リ
ス
ク
へ
の
理
解
、
適
切
に
情
報

を
収
集
・
発
信
す
る
力
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

「
気
づ
く
・
断
る
・
相
談
す
る
」

と
い
う
基
礎
的
な
消
費
者
力
も
高

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

▽
内
容　

契
約
な
ど
の
消
費
者
ト

16161717

る
人
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

の
補
充
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

５
月
13
日（
月
）～

６
月
14
日（
金
）

▽
提
出
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
電
子
申
請

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
財
務
課
☎
43
・
５
２
１
０

放
課
後
事
業
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

▽
業
務
内
容　

小
学
生
の
放
課
後

に
お
け
る
創
作
活
動
や
遊
び
の

提
供
・
見
守
り
、
お
や
つ
準
備
、

児
童
出
席
確
認
等
の
支
援

▽
業
務
時
間　

平
日
の
午
後
１
時

～
６
時
の
う
ち
５
時
間
以
内

※
長
期
休
暇
時
は
、
午
前
８
時
～

午
後
６
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

▽
業
務
場
所　

市
内
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
お
よ
び
学
童
保
育
所

▽
謝
金　

１
時
間
１
０
０
０
円

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

の
有
資
格
者
は
、
１
１
０
０
円

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
有
資
格
者
は
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
青
少
年
課
に
提
出

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、
し
だ
れ
棟
１
︲
２

号
、
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）、

平
成
10
年
度
建
築
。
家
賃

月
額　

２
万
５
２
０
０
円
～

４
万
９
５
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円

◇
受
付
期
間　

　

５
月
15
日（
水
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
27
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
補
充
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
６
・
７
年
度
に
市
が
行
う

競
争
入
札
（
建
設
工
事
・
コ
ン
サ

ル
・
物
品
役
務
）
に
参
加
を
希
望
す

▽
選
考
方
法　

５
月
中
に
面
接
を

実
施
予
定

▽
申
込
締
切　

５
月
20
日（
月
）

※
大
学
生
可
、
週
１
回
か
ら
の
業

務
も
可

問
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

に
ほ
ん
ご
ふ
れ
あ
い
教
室　

受
講
生
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
お
よ
び
周
辺
に
居

住
す
る
外
国
人
が
、日
本
語
や
日
本

文
化
を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。花
見
や

バ
ス
旅
行
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
の
午
後
３

時
～
４
時（
第
５
週
は
閉
講
）

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
　

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
よ
り
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
利
用
１
回
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

１
時
間
程
度

▽
日
時　

５
月
15
日（
水
）の
午
後

６
時
30
分
と
午
後
７
時
30
分

～
、25
日（
土
）の
午
前
11
時
と

午
後
２
時
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
野
菜
・
果
物
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

地
域
女
性
団
体
活
動
補
助　

　
市
内
の
女
性
団
体
が
主
体
的
に
実

施
す
る
事
業
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
事
業　

環
境
美

化
、地
域
住
民
の
健
康
増
進
、防

犯
、防
災
ま
た
は
交
通
安
全
、子

ど
も・
青
少
年
の
健
全
育
成
、高

齢
者
の
見
守
り
、歴
史
文
化
の
継

承
、地
域
住
民
の
交
流
促
進
な
ど

▽
補
助
金
額　

団
体
を
構
成
す

る
単
位
自
治
会
の
世
帯
数
×

１
５
０
円
以
内

▽
申
請
期
限　

５
月
31
日（
金
）

※
申
請
方
法
等
、詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助

　
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ

ル
ー
プ
等
の
地
域
団
体
が
行
う
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

１
団
体
に
つ
き
１

カ
所
８
万
円（
上
限
）

▽
応
募
締
切　

８
月
30
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
可

▽
開
催
時
期　

７
月
末

▽
募
集
期
間　

５
月
31
日（
金
）ま

で
※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

令
和
６
年
度
狩
猟
免
許
試
験

の
案
内

◆
狩
猟
免
許
試
験（
淡
路
島
内
）

▽
試
験
日　

７
月
６
日（
土
）　

▽
内
容　

わ
な
猟

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館 

▽
申
込
期
間　

５
月
13
日（
月
）～

　

31
日（
金
）ま
で

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま

　

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
し
た
知
識
お
よ

び
技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習
会

も
開
催
予
定
で
す
。

問
（
試
験
）
淡
路
県
民
局
森
林
課 

　

☎
26
・
２
１
０
４

　

（
講
習
会
）
県
猟
友
会

　

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
募
集

　

国
内
の
姉
妹
都
市
ま
た
は
友
好

市
町
と
の
友
好
親
善
を
通
じ
て
各
市

町
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、

交
流
事
業
を
実
施
す
る
各
種
団
体

募
　
集

▽
日
時　

５
月
10
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

定
額
減
税
に
関
す
る
説
明
会

▽
対
象　

源
泉
徴
収
義
務
者

▽
日
程　

５
月
15
日（
水
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　
湊
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
説
明
会
は
事
前
予
約
制
で
す
。

国
税
庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
か
ら
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

問
洲
本
税
務
署

　

法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
24
・
１
５
９
３

公
務
員
合
同
職
業
説
明
会

▽
対
象　

公
務
員
の
仕
事
内
容
や

採
用
制
度
等
に
興
味
が
あ
る
人

▽
日
時　

５
月
19
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
40
分

▽
場
所　

市
役
所
本
館
３
階

▽
参
加
機
関　

南
あ
わ
じ
警
察

署
、淡
路
広
域
消
防
事
務
組

合
、南
あ
わ
じ
市
役
所
ほ
か

国税庁L I N E
公式アカウント

定 額 減 税
特 設 サ イ ト お

知
ら
せ

催
　
し
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▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
悩
み
や
不
安
、ひ
き
こ
も
り
等
、

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
関
す
る
相
談

▽
日
時　

５
月
14
日（
火
）　

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
０

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
相
談（
無
料
）

▽
日
時　

５
月
22
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　
☎
22
・
１
９
７
６

30
分
）

▽
場
所　

淡
路
納
税
協
会

※
月
２
回
開
催
。詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
下
さ
い

問
淡
路
納
税
協
会

　
☎
22
・
１
３
２
２

司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料
相

談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時　

５
月
15
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ
先　

　

武
田
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
25
・
３
２
３
０

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

在
宅
の
食
事
療
法
や
栄

養
成
分
表
示
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

５
月
13
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

可
）、
室
内
用
シュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

▽
定
員　

15
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

５
月
11
日（
土
）

※
平
日
の
月
曜
日
は
休
館

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

南
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ふ
れ
あ
い

卓
球
大
会

▽
日
程　

５
月
19
日（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦
、Ｄ・
Ｓ
・Ｄ（
男

女
フ
リ
ー
）、１
チ
ー
ム
４
人
以
上

▽
参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切 　

５
月
10
日（
金
）

▽
申
込
先　

三
原
健
康
広
場　

　

F
　

42
・
５
６
３
０

問
南
あ
わ
じ
市
卓
球
協
会（
奈
良
）

☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

第
3
回
南
あ
わ
じ
市
レ
デ
ィ
ー

ス
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
程　

５
月
11
日（
土
）

▽
場
所　

洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
対
象　

市
在
住
在
勤
の
女
性

▽
費
用　

参
加
費
１
５
０
０
円
、

プ
レ
ー
代
１
万
４
０
３
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
南
あ
わ
じ
市
ゴ
ル
フ
協
会（
堤
）

　
☎
０
９
０・８
６
５
８・２
１
３
５

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

５
月
18
日（
土
）

▽
内
容　

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
、

▽
材
料
費　

１
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

歴
史
市
民
講
座「
城
郭
の
魅

力
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

つ
い
て
」

　

最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

方
法
を
紹
介
。地
域
の
歴
史
を
お

城
と
い
う
視
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。

▽
講
師　

　

城
郭
研
究
家 

本
岡
勇
一
氏

▽
日
付　

５
月
18
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
多
目

的
ホ
ー
ル　

▽
定
員　

１
０
０
人　

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
申
込
締
切　

５
月
17
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

住
所
、氏
名
、連
絡

先
を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先　
　

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９
F

　

42
・
３
８
０
６

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
伊だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ

達
娘
恋
緋
鹿が

の
こ子

火ひ
の
み
や
ぐ
ら

の
見
櫓
の
段
」、「
戎
舞
」、

「
本ほ
ん
ち
ょ
う
に
じ
ゅ
う
し
こ
う

朝
廿
四
孝　

奥お
く
に
わ
き
つ
ね
び

庭
狐
火
の

段
」、バッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、人
形
解
説

◆
定
時
公
演　

　

午
前
10
時
、11
時
10
分
、

　

午
後
１
時
30
分
、３
時

◆
５
月
の
休
館
日　

　

７
日（
火
）、８
日（
水
）、15
日

18181919

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
ア
ク
セ
サ
リ
ー
お
手
入
れ
術
と

銅
板
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
講

座（
要
予
約
）

▽
日
程　

５
月
18
日（
土
）　

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
可

◆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
お
手
入
れ
術　

▽
内
容　

お
持
ち
の
金
製
・
銀
製

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
く
す
み
解
消
術

※
石
付
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
指
輪

の
ゆ
が
み
直
し
は
要
相
談

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時

▽
材
料
費　

５
０
０
円

▽
持
ち
物　

お
持
ち
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー

▽
定
員　

10
人

◆
銅
板
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

▽
内
容　

銅
板
に
名
前
を
刻
印
し

た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り

※
ブ
ロ
ー
チ
、
チ
ャ
ー
ム
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
か
ら
選
択

▽
時
間　

午
前
11
時
～
正
午

▽
材
料
費　

５
０
０
円
程
度

※
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
変
動

▽
定
員　

10
人

❷
心
と
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操

講
座（
要
予
約
・
無
料
）

▽
内
容　

無
理
な
く
楽
し
く
で
き

る
簡
単
フ
レ
イ
ル
予
防
運
動

▽
日
時　

５
月
18
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
持
ち
物　
マッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル

（
水
）、21
日（
火
）、22
日（
水
）、

23
日（
木
）、29
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
２
４
０
回
神
代
天
体
観
測
会

「
三
日
月
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
12
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

中
止

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

６
月
１
日
の「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」に
あ
わ
せ
、特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。人
権
擁
護
委

員
が
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や

相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
１
日（
土
）　

カ
レ
ン
デ
ュ
ラ
の
花
摘
み
、
お
花

の
手
浴
、
お
花
の
チ
ラ
シ
寿
司

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
義よ
し
つ
ね経

千せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら

本
桜
大だ

い
も
つ
う
ら

物
浦
の
段
」

◆
淡
路
人
形
座
60
周
年
記
念
展

▽
内
容　

淡
路
人
形
座
60
周
年
記

念
展
と
し
て
、若
手
の
座
員
中

心
に
初
め
て
展
示
を
企
画
。淡

路
人
形
座
の
あ
ゆ
み
と「
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
伝
統
芸
能
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

前
期
７
月
22
日（
月
）ま
で

◆
第
32
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
12
日（
日
）ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅

交
会
）

▽
期
間　

５
月
17
日（
金
）～
７
月

21
日（
日
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
直
原
玉
青
生
誕
１
２
０
年　

　
新
館
蔵
品
展
‐
巡
縁
‐

▽
内
容　

現
代
南
画
の
第
一
人

者
、直
原
玉
青
の
生
誕
１
２
０

年
を
記
念
し
て
、近
年
新
た
に

収
蔵
し
た
作
品
を
お
披
露
目

▽
期
間　

６
月
30
日（
日
）ま
で

◆
新
館
蔵
品
展
‐
森
本
栖
鳳
書
遺

作
展
‐

▽
内
容　

昨
年
逝
去
さ
れ
た
湊
地

区
出
身
の
書
家
、森
本
栖
鳳（
本

名
：
森
本
敏
夫
）の
新
館
蔵
品

を
お
披
露
目

▽
期
間　

５
月
12
日（
日
）ま
で

◆
松
帆
銅
鐸
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
記
念　
石
器
か
ら
見
え
た
弥

生
時
代
の
淡
路
島

▽
内
容　

淡
路
島
の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
様
々
な
石
器
を
展
示

▽
期
間　

６
月
30
日（
日
）ま
で

◆
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
要
予
約
）

❶
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鋳
造
体
験　

▽
内
容　
溶
か
し
た
金
属
を
鋳
型
に

流
し
込
み
、銅
鐸
や
銅
剣
を
作
ろ
う

▽
日
時　

５
月
３
日（
金
）、６
月

16
日（
日
）午
前
10
時
、午
前
11

時
、午
後
１
時
、午
後
２
時
、午

後
３
時　

▽
材
料
費　
４
０
０
円
／
８
０
０
円

❷
レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー　

▽
内
容　

銅
鐸
や
勾
玉
の
形
を
し
た

キ
ラ
キ
ラ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う

▽
日
時　

５
月
６
日（
月
）、６
月

22
日（
土
）午
前
10
時
、午
前
11

時
、午
後
１
時
、午
後
２
時
、午

後
３
時　

▽
材
料
費　

４
０
０
円

❸
龍
の
絵
を
描
こ
う　

▽
内
容　

筆
ペ
ン
で
２
種
類
の
龍

の
絵
を
描
こ
う　

▽
日
時　

５
月
26
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分　

催
　
し

　

午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、福
良
地
区
公
民
館

※
事
前
予
約
は
不
要

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時　

５
月
17
日（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

洲
本
総
合
庁
舎

問
教
育
相
談
窓
口
☎
22・４
１
５
２

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
き
ま
す
。） 

▽
事
業
内
容　

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、寄

り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職（
２
年
以
内
）な
ど
に
よ
り
住

居
を
失っ
た
人
、ま
た
は
失
う
お
そ

れ
の
高
い
人
に
就
職
に
向
け
た
活

動
等
を
条
件
と
し
て
一
定
期
間
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

若
者
就
労
相
談（
要
予
約
）

▽
対
象　

仕
事
に
就
い
て
い
な
い

15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に
悩

み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

５
月
22
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　
☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

税
金
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

近
畿
税
理
士
会
洲
本
支

部
税
理
士
に
よ
る
相
談（
１
人

市民無料法律相談市民無料法律相談（要予約・先着９人）

◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　13（月）・30日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館

問市民協働課 ☎43-5244

行政相談行政相談（要予約）
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　９日（木）13:30～15:00
◆場所　市地区公民館
問市民協働課☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）

◆内容　空き家バンクへの登録・利活用
　　　　に関する相談など
◆日時　18日（土）10:00～13:00
◆申込締切　14日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問都市政策課 ☎43-5227

ハローワーク洲本による巡回相談ハローワーク洲本による巡回相談
◆内容　職業相談および職業紹介
◆対象者　生活保護受給者、児童扶養手
　当受給者、住居確保給付金受給者およ
　び生活困窮者自立支援事業による支援
　を受けている人
◆日時　14日（火）11：00～15：00
◆場所　市役所本館
※事前申込が必要、先着３人
問福祉課 ☎43-5216

農地相談農地相談（要予約・先着4人）

◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局 ☎43-5236

家庭児童相談家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:00～17:00
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

５月の無料相談

文
化
・
ま
な
び

相
　
談



   

いいききいいきき健健康康生生活活

2024.5.1発行2121 2020

　３　３月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
簡単にできる物忘れチェック実施中
日 曜日 受付時間 場所

31 金 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

８ 水 14：00 ～ 15：00 市地区公民館１階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

26 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

27 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

１ 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

　５　５月の健康カレンダー
● 献血
日 曜日 受付時間 場所

９ 木 10：10 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 市役所本館

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定、ここ
ろの相談など

16 木  ９：00 ～ 10：30
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ６年１月生） 24 金 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ５年12月生） 23 木 子育て学習・

支援センター

育児相談 （Ｒ５年10月生） 28 火

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ５年７月生） 17 金

 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ４年10月生） ７ 火

２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ３年10月生） ８ 水

３歳児健康診査 （Ｒ２年12月生） 10 金

就学前５歳児健康診査（R元年５月生） 20 月

遊びの教室（予約制） ２ 木

発達支援相談（予約制） ２ 木

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

３日（金） 畑 田 卓 也 医師 日 笠 久 美 医師

４日（土） 柴 田 亮 平 医師 橋 田 友 孝 医師

５日（日） 齊 藤 雅 文 医師 宮 﨑 美 枝 医師

６日（月） 高 田 育 明 医師 村 野 謙 一 医師

12日（日） 富 本 喜 文 医師 柴 田 亮 平 医師

19日（日） 西口　弘 医師 高 田 育 明 医師

26日（日） 横 山 龍 治 医師 穀 内 勇 夫 医師

自分の乳房と向き合う時間をつくってみませんか。自分の乳房と向き合う時間をつくってみませんか。
問健康課☎43-5218

◆ ブレスト・アウェアネス ◆
　（乳房を意識する生活習慣）
　自分の乳房の状態に日頃から関心を持って生活
することで、以前と違う変化に気づきやすくなり、
乳がんの早期発見・早期治療につながります。

ブレスト・アウェアネスの４つのポイント
①普段の自分の乳房を知る
　入浴やシャワーの時、着替えの時、ちょっとした機

会に自分の乳房を見て、触って、感じてみましょう。
②乳房の変化を知る
　普段の乳房の状態を知ることで、初めて変化に気が

付きます。しこりを探すのではなく、「いつもと変
わりがないかな」という気持ちで取り組みましょう。

≪変化として注意するポイント≫
　しこり、皮膚のくびれや引きつれ、乳頭からの分泌

物、乳頭や乳輪のびらん など
③変化に気が付いたらすぐ医師に相談
　大丈夫だろうと安易に自己判断することなく専門医

の診察を受けましょう。
④40歳を過ぎたら2年に１回乳がん検診を受ける

　乳がんにかかる人は増えており、９人に１人が乳が
んになると言われています。乳がんは 30 代後半から
増えていきます。乳がんは自分で気づくことのできる
がんの一つです。自分の乳房と向き合う時間をつくり、
乳房を意識した生活をしてみましょう。

南あわじ市乳がん検診
　対象者全員に４月初旬に受診票を送付しています。
受診対象者

40 歳以上の女性で、令和７年４月１日現在におい
て偶数年齢の人、および 41 歳の無料クーポン対
象の人

日程　令和７年３月 31 日（月）まで
検診項目

問診・視触診・マンモグラフィー（乳房 X 線検査）

検診料金
40 歳以上偶数年齢女性…1,700 円
41 歳…無料

※受診年齢に達していなくても、乳房にしこりや異
常を感じたら専門の医療機関を受診しましょう
問健康課☎43-5218

保険適用外の不妊治療費助成

　特定不妊治療と男性不妊治療で保険適用外となっ
た不妊治療を助成します。
対象　次の❶～❹をすべて満たす人
❶婚姻している夫婦で治療期間・申請日に市内に居
住していること❷助成回数が通算 3 回以内であるこ
と❸県以外の他の地方公共団体から助成金を受けて
いないこと❹市税の滞納がないこと
助成額　上限 20 万円
問健康課☎43-5218

精神科医による健康相談

　２カ月に１度、精神科医による健康相談を開始し
ます。自分自身に悩みや不安がある、家族の心の状
態に不安がある、家族や周りの人の性格や問題行動
に悩んでいるなどの心の相談です。（要事前予約）
相談日程　５月 16 日（木）、７月 25 日（木）
　　　　　９月 19 日（木）、11 月 21 日（木）
　　　　　令和７年１月 16 日（木）、３月 27 日（木）
受付時間　午後１時～３時　
問健康課☎43-5218
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月月

※４月号の正解は『水』 。60通の応募がありました

■応募方法（❶～❺すべて回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報や南あ
わじ市に対するご意見・ご感想をお書きの上、ご応募ください。
■応募締切  ５月 15 日（水）※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードからクイズに応募できます

広報クイズ

2323 2222

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
  榎列松田747番地3　☎42-7703

５５

ひろば名 開設日 場所
みどり １、８、10、15、17、22、29、31 保健センター

せいだん ２、７、14、16、21、23、28、30 湊地区公民館
みはら ２、９、14、21、23、28、30 働く婦人の家

なんだん １、８、10、15、17、22、24、29、31 福良地区公民館

●出前ひろば （ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱい！の自由遊びのひろば。
　開設時間　10:00～11:30　※どこでも参加できます

●ゆめるんセンター （ゆめるんノート、名札持参）
　いつ来ても、いつ帰ってもOK♪お気軽に遊びに来てね。
　開設時間　平日9：00～15：30
　※はじめて利用する人は登録が必要です（登録は無料）
　※前年度に利用していた人も更新が必要です

　市の定住促進制度を
利用している山口勇磨
さん・美穂さん夫妻が
次に利用したいと考え
ているメニューは「マ
イホーム取得事業」や

「●●●同居・近居支援事業」です。
　●●●に入る漢字３文字をお答えください。

（ヒントは広報３頁）

対象 開催日 時間 行事名・場所 備考

登録児 ９日（木） 10：00～
いもの苗植え＆

動物とのふれあい
八木のヤギ牧場

持参　長靴、軍手、スコップ、水筒
費用　500円（いもの苗代）
先着　10組（７日午前中〆切）

うさぎ 16 日（木） 10：00～ あつまれ！うさぎひろば
働く婦人の家 先着　15組

ぞう 24 日（金） 10：00～ あつまれ！ぞうひろば
保健センター 先着　15組

５月生まれ 27 日（月） 10：30～ ５月おたんじょうかい
ゆめるんセンター 持参　ウェットティッシュ

●今月の主な催し　※要申込、詳細はお問い合わせください

ひよこ
※現在妊娠中の人も含みます  R6.4.2 ～ R7.4.1生まれ

りす  R5.4.2 ～ R6.4.1生まれ

うさぎ  R4.4.2 ～ R5.4.1生まれ

ぞう  R3.4.2 ～ R4.4.1生まれ

●今年度の年齢別ひろばの区分

子育て広場の詳細は市ホームページで子育て広場の詳細は市ホームページで
ご覧いただけますご覧いただけます

笑顔いっぱいの子どもたち

みんなの図書館

中小企業・小規模事業者の
ためのハローワーク採用ノ
ウハウを、徹底解説。他社と
差がつく求人票やオンライ
ン記載術など豊富な図と事
例でわかりやすいです。

シャフルザード・シャフルジェルディー／文
ガザル・ファトッラヒー／絵

（ブロンズ新社）

[こどもの日にちなんで] 
兄妹は戦火をのがれ２人き
りで「ぼうけん」の旅へ。
困難を希望と想像力でのり
こえる姿が胸を打つ、イラ
ンの絵本です。

五十川　将史／著
（日本実業出版社）

中小企業のための「ハロー中小企業のための「ハロー
ワーク採用」完全マニュアルワーク採用」完全マニュアル きみは、ぼうけんかきみは、ぼうけんか

今月のおすすめ本

問市立図書館　☎53-0234　　三原分館　☎43-5037
蔵書検索 市ホームページ

※放送時間・内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示さ
れます。また、録画機で簡
単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジでも番組の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

　問南あわじ
  プロモーション室

☎43-5201

さんさんネットコミュニティチャンネル ５月の番組

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 
月曜日～金曜日　７：00 更新
■ 時 間　７：00 ～、12：00 ～、16：00 ～、　
　　　    19：00 ～、22：00 ～
２日（木）～５日（日）
新宅忠敏教育長　就任にあたりごあいさつ

国道28号南あわじ市内に
津波指定緊急避難場所を整備

レンゲ畑を楽しもう！

あわじオープンガーデン2024
 ～伊加利・福良～

　 撮 っ て お き ☆ 　
毎週月曜日 ８：00 更新
■ 時間　８：00 ～、13：00 ～、20：00 ～

６日（月）～12日（日）
和太鼓美鼓音自主公演　風唱海応
13日（月）～19日（日）
第10回　南あわじ市舞踊の会　その１
20日（月）～26日（日）
第10回　南あわじ市舞踊の会　その２

12ｃｈ

開館時間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は17：00まで
※広田・湊地区公民館図書室の土曜日は17時まで
◆ピノキオのおはなし会（市立図書館）
　毎週日曜日　午前10時～
◆よみきかせ会（三原分館）　
　毎月第３土曜日　午後３時～

イベントのお知らせ
春の読書週間イベント（全館）　５月12日まで
市立　　  子どももたのしい大人の本（一般書）大集
　　　　  合コーナー＆ブックリサイクルフェア
三原　　  百科事典を使って「ハテナ？」を調べよう！
広田、湊　数量限定！絵本の福袋
※お知らせはホームページで随時更新
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令和６年４月11日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

2525 2424

●人　口●人　口  44,162人44,162人（前月比-（前月比-118118人）人）
　    （男）　    （男）  21,289人21,289人（前月比-50人）（前月比-50人）
　    （女）　    （女）  22,873人22,873人（前月比-68人）（前月比-68人）
●世帯数 19,919世帯●世帯数 19,919世帯（前月比+（前月比+2525世帯）世帯）
※令和６年４月※令和６年４月１１日現在日現在

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
戸田　大輔（阿那賀）

山口　勇磨（　市　）

鳥井　克重（尼崎市）

坂口　功児（　市　）

松本　　篤（　湊　）

並木　麻由（阿那賀）

宿南　美穂（養父市）

谷井　晴香（大阪府）

長尾　綾美（広　田）

清水　　恵（大阪府）

３ 月 15 日

３ 月 15 日

３ 月 20 日

３ 月 25 日

３ 月 27 日

　　　

　本年、発足60周年を迎える淡路人形座は「こ
の島で これからも」と題し、1年を通じてさまざ
まなイベントを行います。
　淡路島の皆さまをはじめ、淡路人形座を支え
応援して下さる全ての皆さまへの感謝と、伝統
を未来へ継承する使命を自覚し、座員一同精進
してまいります。ぜひこの機会に淡路人形座へ
お越しくださいませ。

『
こ
の
島
で
こ
れ
か
ら
も
』

※詳しくは淡路人形座
のホームページをご
覧ください

　ご家庭で眠っている食品をぜひお持ちください。

日時　５月29日（水）、30日（木）、31日（金）
　　　午前９時～午後４時

場所　市地区公民館・広田地区公民館
　　　湊地区公民館・福良地区公民館

持ち込み方法　
公民館に設置している「食品回収BOX」に食品を
入れ、受付簿に持ち込み食品を記入してください。

受け取りできる食品
お米・調味料・缶詰・レトルト食品・インスタント
食品・その他、常温保存できるもの

※詳しくは市ホームページを
　ご覧ください

　　 フードドライブ・デイ
  毎月、月の最後の平日３日間受付

問市民協働課 ☎43-5244

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日氏名 年齢 地区 死亡日

樫野かづ子

大坪　政文

小原　一良

酒林　弘次

長尾　作治

児島　文江

髙田　正行

豊田　　博

米田すづ子

坂部まつゑ

92

88

82

85

84

99

95

83

90

100

３月 17 日

３月 18 日

３月 18 日

３月 18 日

３月 20 日

３月 22 日

３月 23 日

３月 23 日

３月 24 日

３月 27 日

北川　満夫

竹谷　　勲

坂本　和子

倉本冨美子

島田　一郎

原　　糸子

入谷ちよこ

太田　和子

髙田　和子

71

78

86

94

68

97

101

93

84

３月 28 日

３月 29 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 ９ 日

４月 10 日

西庄　時枝

辻　　安利

　　トヨ子

川添　龍子

楠本三千子

島田　澄子

畑野　　進

渡　　敏昭

乙井　　豊

前田たつゑ

86

93

96

92

92

88

94

86

71

101

３月 11 日

３月 12 日

３月 12 日

３月 13 日

３月 13 日

３月 13 日

３月 13 日

３月 13 日

３月 15 日

３月 16 日

阿 万

八 木

賀 集

福 良

北阿万

松 帆

湊

北阿万

賀 集

伊加利

伊加利

松 帆

阿 万

福 良

賀 集

市

湊

神 代

広 田

阿 万

八 木

阿那賀

阿 万

松 帆

市

松 帆

神 代

福 良

榎 列

出生

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

前 田　 桜
る か

伽

久保田志
し い

唯

榎 本　　 蒼
あお

松 浦　 莉
り こ

呼

増 田　 紬
つ む ぎ

生

羽 石　 珠
み う

悠

前 川　 星
せ な

奈

多 田　 慈
じ げ ん

玄
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３ 月 ５ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 16 日

３ 月 18 日

３ 月 23 日

３ 月 26 日

３ 月 27 日

３ 月 30 日

４ 月 ４ 日

作り方　
①ひじきは水で戻してさっとゆでる。流水で冷まし、水気を切る。
②ボウルにAを混ぜ合わせ、①を加えて味をなじませる。
③まぐろ油漬けは油を切っておく。
④きゅうりは輪切り、にんじんは千切りにし、ゆでて冷ます。
⑤スパゲッティ、とうもろこしもゆでて冷ます。
⑥②に③、④、⑤とごまを加えて混ぜ合わせる。
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　「ひょうご防犯ネット」は兵庫県警察から地域で発生し
た犯罪情報などをメールでお知らせするサービスです。
防犯対策に役立てることができますので、ぜひご登録く
ださい。
※二次元コードを読み取って空メールを
　送信すると案内メールが届きます

問南あわじ警察署 ☎42-0110

★大会結果は市大会規模以上を対象。
　大会主催者および関係者からの情報提供に基づき作成

ひょうご防犯ネットにご登録ください

材料（４人分）　
乾燥ひじき
カットスパゲッティ
まぐろ油漬け
きゅうり
冷凍とうもろこし
にんじん
すりごま
濃口しょうゆ
植物油
上白糖
塩

2.5ｇ
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　市ではサントリーグループと協働で、資源物とし
て分別・排出された使用済みペットボトルを市が回
収して、新たなペットボトルに生まれ変わらせる「ボ
トル to ボトル」水平リサイクルに取り組みます。
　ペットボトルの再生先が明確に「見える化」され
ることで、リサイクル意識のさらなる向上が期待さ
れます。

南あわじ市×サントリーグループが協定締結

「ボトルtoボトル」水平リサイクル
　淡路ファームパーク イングランドの丘で昨年７月
に誕生したコアラの赤ちゃんの愛称が『ナギ』に決
定しました。４月 14 日に行われた愛称決定セレモ
ニーには命名者の井上雄貴さん（大阪府）が出席。
応募総数 7,848 件の中から選ばれたこの名前には

「海で一番穏やかな状態の凪
なぎ

のように穏やかで優
しい子になるように」との願いが込められています。

コアラの愛称が『ナギ』に決定
淡路ファームパーク イングランドの丘

協定を締結する守本市長（左）と協定を締結する守本市長（左）と
高橋部長（右）高橋部長（右）

（左から）平野さん、田浦さん（左から）平野さん、田浦さん

　高校生の視点で考えた、市が抱える課題などの解
決策についての成果発表会が３月 19 日、淡路三原
高校で開催されました。
　淡路三原高校では、１年生から３年生まで「総合
的な探究の時間」の授業で、地域の魅力を再確認し、
課題解決の糸口を探り、提案を行う取り組みを進め
ています。
　この日は生徒たちを代表して５つの班から発表が
ありました。女性が活躍できる社会、三原川のゴミ
調査について発表した後、出席した市長や市職員な
どによる質疑応答やアドバイスがありました。

淡路三原高校生が課題解決の提案

高校生が考える市の未来

　南あわじ市の地域おこし協力隊に、大阪府出身
の北田大

た い ち
地さんが就任しました。地域おこし協力隊

は、意欲ある人材が都市部などから地方へ移住し
て、地域の活性化などに協力する制度。今後、北
田さんは伊加利地区の地域資源の発掘や開発、ＳＮ
Ｓを利用したＰＲ活動など、伊加利コミュニティセ
ンターを核にした地区の活性化に取り組みます。
　４月３日に市役所で委嘱状を受け取った北田さん
は、「新しい環境の中でさまざまなことに挑戦し、
将来的に地域の先頭に立って活躍できるような存在
になりたい」と抱負を語りました。

伊加利地区の活性化へ

地域おこし協力隊に北田さん就任

（左から）浅井さん、津田さん、村上さん（左から）浅井さん、津田さん、村上さん

自分たちが考えた課題や解決策に自分たちが考えた課題や解決策に
ついて発表する生徒ついて発表する生徒

　４月１日から、南あわじ市コミュニティバス「らん・
らんバス」の中央循環線でＥＶバス（電気バス）の
運行が始まっています。
　ＥＶバスは「らん・らんバス」に２台導入。１回
の充電で 210km の走行が可能で、快適な移動を
提供します。また、乗客の定員は 31 人で、乗り降
りしやすい低床構造となっています。
　３月 31 日に試乗会を開催し、市議会議員や地域
公共交通会議委員などが参加しました。参加した平
一孝さんは、「ＥＶバスは、観光ＰＲの一つの材料
になると思う」と話していました。

コミュニティバス「らん・らんバス」

電気バスが走っています

❶３月 22 日、淡路ジュニアソフトテニスクラブに
所属する平野陽

ひ な た
大さん（辰美小学校５年）、田浦

潤
じゅんと

人さん（湊小学校５年）の第 23 回全国小学生ソ
フトテニス大会４年生以下男子の部ダブルス出場を
受けて、壮行会を開催しました。

❷ ３月 26 日、ＮＳＩ南あわじスイミングスクール
に所属する津田琉

る い
生さん（淡路三原高校２年）、村

上遥香さん（淡路三原高校１年）、淡路スイミング
チームに所属する浅井蒼一郎さん（西淡中学校２
年）の第 46 回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカッ
プ春季水泳競技大会出場を受けて、壮行会を開催
しました。
出場種目は以下のとおりです。
津田さん：200 ｍ背泳ぎ
村上さん：50 ｍ自由形、100 ｍ自由形
浅井さん：100 ｍバタフライ、50 ｍ自由形

壮行会を開催しました

テニス、水泳で全国大会出場

委嘱状を受け取り、今後の抱負を委嘱状を受け取り、今後の抱負を
語る北田さん語る北田さん

試乗会で市役所を出発するＥＶバス試乗会で市役所を出発するＥＶバス

命名者の井上さん（中央）命名者の井上さん（中央）

愛称が決まったナギと愛称が決まったナギと
母親のウミ母親のウミ
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スポーツセンターの設備改修

❶西淡社会教育センター
　テニスコート（ハードコート）を２面改修

　スポーツを通じて豊かな心を持つ少年少女の育
成を目的とした事業を実施するスポーツ団体に事
業費の補助を行います。
▶対象事業　申請するスポーツ団体が主催する教
　室・講習会、交流事業等
▶補助金額　限度額10万円・補助率50％以内
▶申込期限　５月31日（金）
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問スポーツ青少年課　☎43-５２３４

「少年少女スポーツ育成補助」「少年少女スポーツ育成補助」

誰もが身近にスポーツを楽しめる環境を

　小中学生に夢を持って豊かな生活を送ってもら
おうと、著名なスポーツ選手や文化人らを講師に
招く「夢プロジェクト」。
　３月 17 日に、元阪神タイガース選手の掛布雅
之氏、中西清起氏を招致。南淡 B ＆ G 海洋センタ
ーで、市内の少年野球チーム約 120 人を対象にト
ークショーや野球教室を行い、参加した子どもた
ちは熱心な指導に耳を傾けていました。

夢プロジェクト開催

❷三原健康広場
　グラウンド照明を LED に改修

スポーツセンターのご案内スポーツセンターのご案内

利用者が安全に、そして快適に利用できるよう、令和５年度に次の施設の設備改修を行いました。

❸南淡 B&G 海洋センター
　グラウンド照明を LED に改修

問スポーツ青少年課 ☎43-5234

施設名 問合せ先

 ①西淡社会教育センター 36-2027
（西淡社会教育センター） ②西淡グラウンド

 ③三原健康広場 　42-5630　

 ④南淡Ｂ＆Ｇ海洋センター 52-2404

 ⑤賀集スポーツセンター 54-0779

 ⑥阿万スポーツセンター 55-0652

 ⑦灘スポーツセンター 56-0001（※１）

 ⑧沼島グラウンド 57-0001（※２）

 ⑨文化体育館 50-5077

 ⑩南淡Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫 43-5234（※３）

▶開館時間　①～⑧　午前９時～午後10時
　　　　　　⑨　　　午前９時～午後９時
▶設備　体育館　①、③～⑦、⑨　武道館　④
　　　　グラウンド　②～⑧　テニスコート　①、④
※１は灘市民交流センター、※２は沼島市民交流センター
※３は教育委員会スポーツ青少年課
※施設の使用料金など詳しくは
　市ホームページをご覧ください

補助金
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